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　７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される
石彫シンポジウム（７ページ参照）。市内各所には、これまで制
作された石彫71体が設置されています。この作品たちをきれ
いにしながら健康づくりに取り組もうと、６月26日(土)、石彫
クリーンアップウォークが行われました。参加した70人は、緑
道を中心に歩いて作品を巡り、丁寧に磨いていました。

　７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される
石彫シンポジウム（７ページ参照）。市内各所には、これまで制
作された石彫71体が設置されています。この作品たちをきれ
いにしながら健康づくりに取り組もうと、６月26日(土)、石彫
クリーンアップウォークが行われました。参加した70人は、緑
道を中心に歩いて作品を巡り、丁寧に磨いていました。

７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される７月31日(土)から８月22日(日)にかけて今年も開催される

きれいになぁれ！きれいになぁれ！きれいになぁれ！
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大
地
の
祭
り 

２
０
１
０
夏
の
見
ど
こ
ろ
・
特
徴

　
２
０
０
０
年
の
第
１
回
展
か
ら
制
作

さ
れ
、
今
も
残
る
作
品
約
２
０
０
点
を

会
期
中
連
日
公
開
し
ま
す
。
10
年
間
の

歴
史
が
詰
ま
っ
た
作
品
や
、
見
逃
し
た

作
品
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

■
開
館
時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
一
部
公
開
し
て
い
な
い
作
品
も
あ
り

　
ま
す

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
縁
か
ら
生
ま
れ

た
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
当

地
域
固
有
の
習
慣
や
風
習
に
基
づ
い
た

祭
事
や
儀
礼
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
や
食
の

体
験
な
ど
を
会
期
中
毎
日
開
催
し
ま

す
。
１
か
月
に
わ
た
る
里
山
の
祭
リ
レ

ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
夏
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
材

探
し
か
ら
調
理
、
食
器
作
り
や
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
楽
し
く
食
べ
る
ま

で
を
す
べ
て
学
び
ま
す
。
学
び
、
体
験

し
、
遊
ぶ
。
里
山
を
満
喫
す
る
３
泊
４

日
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
里
山
の
食
材
を
折

り
込
ん
だ
ク
レ
ー
プ
や
、
米
粉
を
使
っ

た
パ
ン
作
り
、
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

ア
ー
ト
作
品
約
２
０
０
点
を

一
挙
公
開

こ
ど
も
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

一
村
一
祭

〜
１
か
月
の
里
山
の
祭
リ
レ
ー
〜

を
開
催
し
ま
す
。
講
師
に
は
、
季
節
の

野
菜
や
山
菜
な
ど
里
山
の
恵
み
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
の
、「
越
後
ま
つ
だ

い
里
山
食
堂
」
の
シ
ェ
フ
・
長
谷
川
繭

さ
ん
を
迎
え
て
、
里
山
の
食
の
魅
力
を

生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
川
遊
び
や
星
空
観
望
会
の
ほ
か
、

地
域
の
ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
参
加
な
ど
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
と
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

■
期
日

：

８
月
５
日
㈭
〜
８
日
㈰

　（
３
泊
４
日
）

■
対
象

：

小
学
生
〜
中
学
生

■
参
加
費

：

４
５
、
０
０
０
円

■
定
員

：

先
着
25
人

■
申
込
み

：

７
月
24
日
㈯
ま
で
に
三
省

　
ハ
ウ
ス
☎
５
９
６

｜

３
８
５
４

　
十
日
町
市
を
中
心
と
し
た
広
域
エ
リ

ア
に
点
在
す
る
作
品
を
、
効
率
良
く
楽

し
め
る
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
で
す
。

■
料
金

：

５
、
８
０
０
円
（
作
品
ガ
イ

　
ド
・
昼
食
付
、
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
別
）

　
※
事
前
予
約
が
必
要

︿
夏
①
コ
ー
ス
（
奇
数
日
）﹀
主
に
十
日

町
・
川
西
・
松
代
エ
リ
ア
の
作
品
を
中

心
に
鑑
賞
す
る
コ
ー
ス

■
期
日

：

８
月
１
日
㈰
、
７
日
㈯
、
11

日
㈬
、
13
日
㈮
、
15
日
㈰
、
21
日
㈯
、

29
日
㈰

■
ル
ー
ト

：

午
前
10
時
15
分
十
日
町
駅

西
口
出
発
〜
田
中
文
男
文
庫
〜
戦
後

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
、
バ
タ
フ
ラ
イ
パ
ビ

リ
オ
ン
（
車
窓
）
〜
う
ぶ
す
な
の
家

（
昼
食
）
〜
光
の
館
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
〜
繭
の
家
〜
静
寂
と
喧

騒
の
中
で
〜
マ
ウ
ン
テ
ン
（
車
窓
）

〜
脱
皮
す
る
家
〜
農
舞
台
〜
十
日
町

駅
西
口

〈
夏
②
コ
ー
ス
（
偶
数
日
）﹀
主
に
松
代
・

松
之
山
・
中
里
・
十
日
町
エ
リ
ア
の
作

品
を
中
心
に
鑑
賞
す
る
コ
ー
ス

■
期
日

：
８
月
８
日
㈰
、
12
日
㈭
、
14

日
㈯
、
16
日
㈪
、
22
日
㈰
、
28
日
㈯

■
ル
ー
ト

：

午
前
10
時
15
分
十
日
町
駅

西
口
出
発
〜
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
（
車

窓
）
〜
家
の
記
憶
〜
最
後
の
教
室
〜

夢
の
家
〜
農
舞
台
（
昼
食
）･

城
山

〜
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
〜
再
構

築
〜
蔓
蔓
〜
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
〜
も
う

ひ
と
つ
の
特
異
点
〜
十
日
町
駅
西
口

■
申
込
み

：

越
後
交
通
㈱
観
光
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０

｜

８
６
５

｜

６
１
５

　
夏
の
里
山
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
以
外
に

も
、﹁
越
後
妻
有
の
り
お
り
パ
ス
﹂
で

乗
車
で
き
る
、
３
コ
ー
ス
の
巡
回
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
６
月
10

日
号
の
市
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
地
の
祭
り
を
め
ぐ
る
旅
で
欠
か
せ

な
い
の
が
、
越
後
妻
有
の
お
い
し
い
食

材
を
使
っ
た
食
事
。お
い
し
い
食
事
と
、

ア
ー
ト
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
新
し

い
楽
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

◆
越
後
ま
つ
だ
い
里
山
食
堂

　
郷
土
料
理
を
基
に
新
し
い
料
理
を
提

案
し
ま
す
。
松
代
生
ま
れ
の
元
気
な
野

菜
が
夏
の
主
役
。
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

で
越
後
妻
有
の
味
覚
を
満
喫
で
き
ま

す
。（
農
舞
台
／
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
※
８
月
以
外
は
５
時
ま
で
。
ラ
ン
チ

は
11
時
〜
２
時
）

◆
う
ぶ
す
な
の
家

　
メ
ニ
ュ
ー
は
人
気
の
山
菜
ぎ
ょ
う

ざ
、
山
菜
ハ
ン
バ
ー
グ
、
日
替
わ
り
山

地
ご
っ
つ
お
定
食
の
３
種
類
。
陶
芸
作

家
制
作
の
、
や
き
も
の
器
で
料
理
を
い

た
だ
き
ま
す
。（
願
入
／
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
、
ラ
ン
チ
は
11
時
〜
２
時
※

８
月
無
休
）

◆
H
a
c
h
i
 
c
a
f
e

　
鉢
集
落
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ

た
、
ス
ペ
イ
ン
風
炊
き
込
み
ご
飯
「
ア

ロ
ス
」
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。（
鉢

／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
ラ
ン
チ
は

11
時
〜
４
時
※
８
月
無
休
）

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
黎
の
家
﹂

　
岡
山
の
人
気
料
理
店
オ
ー
ナ
ー
・
福

武
美
津
子
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
レ
ス

ト
ラ
ン
。
神
戸
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ
・

神
野
彰
二
さ
ん
の
プ
ロ
の
技
と
越
後
妻

有
の
食
材
の
コ
ラ
ボ
が
楽
し
め
ま
す
。

（
坂
下
／
８
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰
の
み

※
要
予
約
）

◆
食
文
化
体
験
工
房

　
笠
原
由
起
子
さ
ん+

宮
森
は
る
な
さ

ん
作
品
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
レ
ス

ト
ラ
ン
。
定
番
の
夏
野
菜
カ
レ
ー
な
ど

が
い
た
だ
け
ま
す
。（
キ
ョ
ロ
ロ
／
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
、
ラ
ン
チ
は
10
時

〜
２
時
※
８
月
無
休
）

夏
の
里
山
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

【
食
】
暑
さ
に
疲
れ
た
体
に
し
み
る
、

　
　
　

夏
野
菜
の
料
理
が
満
載
！

　
８
月
１
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
に
か
け
て
、﹁
越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り 

２
０
１
０

夏
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
４
回
展
は
、期
間
中
延
べ
37
万
５
、

０
０
０
人
の
人
出
を
記
録
し
、
２
０
１
２
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
５
回
展
開
催

へ
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
約
２
０
０
の
ア
ー
ト
に
よ
る
交
流
拠
点
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
温
か
い
お
も

て
な
し
と
笑
顔
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
や
鳥
た
ち
の
歌
。
大
地
の
祭
り
は
、
里
山
の

自
然
や
生
活
、
住
民
を
ア
ー
ト
で
彩
っ
た
お
祭
り
で
す
。

　
大
地
の
祭
り
で
は
、
約
30
の
集
落
が
参
加
し
、
１
か
月
に
わ
た
る
祭
リ
レ
ー
を

行
い
ま
す
。
今
ま
で
作
ら
れ
た
作
品
や
ア
ー
テ
�
ス
ト
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

て
、
皆
さ
ん
に
興
奮
と
熱
気
、
そ
し
て
楽
し
い
夏
を
お
届
け
し
ま
す
。

©倉谷拓朴

■開催期間：８月１日㈰〜31日㈫

■問合せ：観光交流課芸術祭企画係

　　　　　☎757-2637

〜
１
か
月
の
里
山
の
祭
リ
レ
ー
〜

〜
１
か
月
の
里
山
の
祭
リ
レ
ー
〜

越
後
妻
有
　
大
地
の
祭
り
　
２
０
１
０
夏

パスカル・マルティン・タイユー 
「リバース・シティ」
©Takenori Miyamoto＋Hiromi Seno 
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●
人
形
浄
瑠
璃
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
　

　
沖
縄
民
謡
×
文
楽
人
形

　
文
楽
人
形
遣
い
吉
田
勘
緑
さ
ん
と

N
H
K
ド
ラ
マ
『
ち
�
ら
さ
ん
』
の
挿

入
歌
で
知
ら
れ
る
古
謝
美
佐
子
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
沖
縄
民
謡
と
文
楽
人

形
の
競
演
で
す
。
古
謝
さ
ん
の
語
り
と

唄う
た

、
吉
田
さ
ん
と
木
偶
舎
の
人
形
、
佐

原
一
哉
さ
ん
の
脚
本
と
音
楽
の
三
位
一

体
で
織
り
な
す
舞
台
で
す
。

■
日
時

：

８
月
７
日
㈯

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
６
時
開
場
）

一
部
／
古
謝
美
佐
子

　
　
　
　
人
形
情
じ
ょ
う

琉る

球り

二
部
／
琉
球
歌
人

　
　
　
　「
吉
屋
チ
ル
ー
物
語
」

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

■
料
金

：

前
売
３
、０
０
０
円
（
当

日
３
、
５
０
０
円
）

●
古
謝
と
勘
緑
の

　
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
ジ

■
日
時

：

８
月
８
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

（
１
時
開
場
）

■
会
場

：

儀
明
劇
場
「
倉
」

■
料
金

：

前
売
２
、０
０
０
円
（
当

日
２
、
５
０
０
円
）

（
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
に
）

■
出
演

：

古
謝
美
佐
子
／
佐
原
一
哉
／

吉
田
勘
緑
＋
木
偶
舎

■
前
売
券
発
売
所

：

本
町
分
庁
舎
、
ま

つ
だ
い
「
農
舞
台
」、
Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）
ほ
か

●
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
＆
田
島
征
三

　
ギ
�
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
�
オ
オ
カ
ミ
の
じ
か
ん
�

　
絵
本
「
オ
オ
カ
ミ
の
お
う
さ
ま
」
が

日
本
絵
本
賞
を
受
賞
。
そ
の
記
念
に
原

作
の
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
さ
ん
と
、
作
画

の
田
島
征
三
さ
ん
の
名
コ
ン
ビ
が
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

：

８
月
12
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時

■
会
場

：

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館

■
料
金

：

１
、５
０
０
円
（
入
館
料
込
）

●
小
室
等
コ
ン
サ
ー
ト

　
�
小
室
等
と
鉢
で

　
　
　
　
　
ウ
ン
ダ
バ
ー
チ
ッ
ト
�

　
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
の
神
様
・
小
室
等

さ
ん
が
鉢
に
や
っ
て
く
る
！
愛
娘
こ
む

ろ
ゆ
い
さ
ん
と
の
デ
ュ
オ
『
ラ
ニ
ヤ
ッ

プ
』
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
懐
か
し
の
名

曲
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時

：

８
月
16
日
㈪

　
午
後
７
時
〜
９
時（
６
時
30
分
開
場
）

■
会
場

：

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館

■
料
金

：

前
売
大
人
２
、
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
、
５
０
０
円
（
当
日

大
人
３
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
、
０
０
０
円
）

■
前
売
券
販
売
所

：

絵
本
と
木
の
実
の

美
術
館
☎
７
５
２

｜

０
０
６
６

●
味
わ
う
ア
ー
ト
２
０
１
０

　
　
　
　
　
名
作
巡
礼
↓
大
河
そ
ば

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
作
品
群

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
は
分
か
ら
な
い
作
品
の
制

作
秘
話
を
聞
き
、
２
０
０
０
年
か
ら
10

年
を
経
た
作
品
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
、
散
策
後
は
作
品
を
見
守
っ
て
き
た

地
域
住
民
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。

■
日
時

：

８
月
１
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
要
予
約
）

■
会
場

：

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

■
参
加
費

：

３
０
０
円
（
入
館
料
込
）

●
う
ぶ
す
な
の
家 

ち
ま
き
祭
り

　
う
ぶ
す
な
の
家
を
切
り
盛
り
す
る
元

気
な
女
衆
が
先
生
と
な
り
、
現
地
棚
田

産
の
も
ち
米
を
笹
の
葉
で
包
む
、
ち
ま

き
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

：

８
月
６
日
㈮
午
前
10
時
・
10

時
30
分
・
11
時
の
３
回
（
要
予
約
）

主
な
イ
ベ
ン
ト

■
会
場

：

う
ぶ
す
な
の
家

■
参
加
費

：

１
、０
０
０
円

　（
入
館
料
込
、
お
み
や
げ
付
）

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
テ
�
ー

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ハ
ウ
ス
で
活
動
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
学
生
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
一
堂
に
会
す

る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
会
期
中
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
と
と
も

に
制
作
し
た
色
鮮
や
か
な
フ
ェ
ル
ト
作

品
が
並
び
ま
す
。

■
日
時

：

８
月
７
日
㈯

　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
会
場

：

浦
田
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

：

５
０
０
円

　2012年開催予定の第５回大地の芸術祭に作品制

作を希望する地域や集落を募集します。

　大地の芸術祭は、アーティストと住民が地域の魅

力を発掘し、地域の自慢となる作品をつくるプロジ

ェクトです。アーティストやこへび隊、そして芸術

祭に訪れる観光客などさまざまな人々との交流が生

まれます。地域を元気にしたい、アピールしたいと

いう皆さんの応募をお待ちしています。

※地域・集落・団体の代表者の皆さんには、既に応

　募をお願いしています

●応募方法：

　電話、FAX、電子メールで応募してください。

●締切り：７月26日㈪

●申込み・問合せ：

　観光交流課芸術祭企画係

　☎757-2637　FAX757-2285

　電子メール：t-kanko@city.tokamachi.lg.jp

　市民の皆さんが８月中いつでも大地の

芸術祭の作品を鑑賞できるように、特別

なパスポートを用意しました。ぜひお買

い求めください。

〈地元市民用パスポート〉

●料金：大人1,500円、高校生500円

　　　　小・中学生無料（各学校で配布

されたチラシで引換え）

　　　※通常大人2,000円（３日間有効）

●有効期間：８月１日㈰〜31日㈫　

●販売場所：本町分庁舎、各支所地域振

興課、まつだい「農舞台」

●問合せ：観光交流課芸術祭企画係

　　　　　☎757-2637

お得な作品鑑賞パスポート第5回大地の芸術祭　
作品制作地域・集落募集のお知らせ

　
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
芸
術
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地元限定！
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期　　　　間

問　合　せ

７月31日㈯〜8月22日㈰
公開制作会場 市総合体育館　北側広場

生涯学習課（中央公民館内）☎757-8918
　平成７年度から継続開催している石彫シンポジウムは、今年第16回を迎えます。

　この催しは、真夏の炎天下、彫刻家が石材彫刻に挑む夏の風物詩、恒例の事業です。

　制作作品は、個々の作家の芸術性を表現しながら、設置場所の制約や周りの環境、人、歴史、文化など

十日町市と調和を保ちながら進められます。

　毎年、公開制作期間中は多くの市民が制作会場を訪れ、作家とのふれあいや交流が行われています。芸

術文化面への貢献はもちろん、交流人口の拡大や中心市街地の活性化への寄与も期待されます。この石彫

シンポジウムを発信するため、ホームページ（http://tokamachi-sekichyo-sym.net/）を開設しています。

◆
期
間

：

８
月
２
日
㈪
〜
８
月
22
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

◆
会
場

：

ギ
ャ
ラ
リ
ー
６
坪
（
ほ
く
ほ

く
線
十
日
町
駅
前
）
☎
７
５
７

｜

９

２
６
２

◆
入
場
料

：

無
料

　
石
を
削
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

を
作
ろ
う
。

※
石
は
、
子
ど
も
で
も
削
れ
る
軟
ら
か

い
石
を
使
用
し
ま
す

◆
日
時

：

８
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分

か
ら
２
時
間
程
度

◆
会
場

：

市
総
合
体
育
館
北
側
広
場

（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）

◆
参
加
費

：

無
料

◆
申
込
み

：

８
月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯

学
習
課
へ

「アートのかおるまちづくり事業」

第16回 十日町石彫シンポジウム

「夏
なつ

引
ひき

」
下川　昭宣

（しもかわ　あきのぶ）

【東京都世田谷区在住】

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

「 f a m i l i a 」
中岡　慎太郎

（なかおか　しんたろう）

【岐阜県不破郡垂井町在住】

「’10　二人でなら」
椎名　良一

（しいな　りょういち）

【千葉県我孫子市在住】

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

 

●
作
家
展

　（
参
加
作
家
に
よ
る
小
作
品
展
）

 

●
彫
刻
体
験
教
室

第４回
「新十日町病院建設場所検討委員会」開催

　６月23日㈬、第４回「新十日町病院建設場所

検討委員会」が市役所で開催されました。

　今回は、これまでの検討委員会での資料や説明、

協議などに基づき、各委員が４つの検討候補地（①

小黒沢②現在地③下島④四日町下島）を評価。こ

れをまとめたものを基に協議を行いました。その

後、建設場所の付帯事項や、たたき台となる検討

結果報告書案などを検討しました。主な合意内容

は次のとおりです。

①次回までの間に検討結果報告書案について各委

員からの意見聴取を行い、次回は報告書の最終

合意の確認を行う。

②次回の検討委員会を７月22日㈭に市役所で開

催する。

　検討委員会の概要は、市ホームページ＞医療・

保健・福祉＞地域医療でもお知らせしていますの

でご覧ください。

■問合せ：地域中核病院建設推進室

　　　　　☎757-3187

　３年に一度の夏のビッグイベント「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」。今年は芸術祭その

ものはお休みですが、大地の祭りの前夜祭として、芸術祭について熱く語らう「大地の『宵』祭り」を開

催します。

　当日は、大地の祭りの期間中に「おもてなし事業」を実施する集落や団体の皆さん、こへび隊や芸術祭

関係者も参加して、それぞれの活動ＰＲや天神囃子の歌合戦、十日町小唄ダンスなど内容盛りだくさん！

直径２ｍの巨大パエリアも登場します。市内に住んでいる人ならどなたでも参加できますので、奮って参

加してください。暑い夜をさらに暑く、いっしょに盛り上げましょう！

※「越後妻有 大地の祭り2010夏」の詳細は、２〜５ページをご覧ください

●日　時：７月31日㈯　午後６時〜９時

●会　場：キナーレ

●参加費：１人2,000円＋一品（漬け物や飲み物など２、３人分）

●申込み・問合せ：

　７月26日㈪までに、住所・氏名・電話番号・電子メールアドレ

スを直接または郵送・FAX・Eメールのいずれかで協働のまちづく

り推進プロジェクトチーム（事務局：企画政策課協働推進係）へ

　☎757-3693　FAX752-4635

　電子メール：t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

大地の「 宵
良・よい・酔

 」祭り
「越後妻有 大地の祭り 2010夏」前夜祭　参加者募集！

みんなの芸術祭・地域おもてなし事業

　つつが虫病は冬を除き一年中発生します。

特に４月下旬〜初夏は多く発生する時期で

す。農作業や山菜採りなどで山林や草地に入

るときは、次の予防対策をとり、つつが虫に

刺されないように注意してください。

【予防対策】

○肌を出さないようにする。

○衣類を草むらに置いたり、草むらで休息や

　用便をしない。

○防虫スプレーなどを使用する。

【症状】

○刺された所に刺し傷がある。

○リンパ節が腫れる。

○２〜３週間高熱が続く。

○皮膚に発疹が出る。

　つつが虫に刺されて発病するまで１〜２週

間です。疑われる症状があったら、早急に受

診してください。

■問合せ：健康支援課母子保健係

　　　　　☎757-9759

つつが虫病に注意しましょう
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十日町市を有名にし隊！

「ごったく」始動！

　
皆
さ
ん
は
、
全
国
で
ど
れ
ほ
ど
「
十

日
町
市
」
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　
日
経
リ
サ
ー
チ
「
２
０
０
８
地
域
戦

略
ブ
ラ
ン
ド
サ
ー
ベ
イ
」
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、「
十
日

町
市
」
は
全
国
８
０
２
都
市
の
中
で

５
８
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

名
産
品
ブ
ラ
ン
ド
力
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見

て
み
る
と
、「
魚
沼
米
」
が
７
位
、「
小

千
谷
へ
ぎ
そ
ば
」
が
２
８
７
位
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
十
日
町
市

を
直
接
連
想
さ
せ
る
言
葉
や
物
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
十
日
町
市
と
い
え

ば
「
き
も
の
の
街
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
３
０
０

位
以
内
に
は
、
十
日
町
市
の
き
も
の
が

入
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
十
日
町
市
に
は
、「
雪
」

「
き
も
の
」「
へ
ぎ
そ
ば
」
な
ど
多
数
の

特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
地

域
資
源
が
あ
り
な
が
ら
、「
十
日
町
市
」

が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

残
念
！

知
ら
れ
て
い
な
い
十
日
町
市

　
こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
地
元
有
志
22

人
が
集
ま
り
、
昨
年
７
月
か
ら
数
多
く

「
ご
っ
た
く
」
誕
生
！

デ
ビ
ュ
ー
は
産
業
フ
ェ
ス
タ
！

の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
の
も
と
、「
十
日

町
市
の
強
み
と
弱
み
」「
十
日
町
市
の

あ
る
べ
き
姿
と
課
題
」
な
ど
、
ま
ず
は

自
分
た
ち
の
住
む
街
を
よ
く
知
ろ
う
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
話
し
合
い
を
重
ね
る
中
で
、
十
日
町

市
に
は
「
無
限
大
の
可
能
性
を
も
つ
資

源
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
導
き
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
自
然
が
育
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
ま

ち
」。
今
年
４
月
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
、

私
た
ち
が
住
む
十
日
町
市
を
、「
ロ
ケ

誘
致
」
と
「
特
産
品
開
発
」
の
２
つ
の

手
法
で
日
本
全
国
、
い
え
世
界
中
に
向

け
て
情
報
発
信
し
て
く
こ
と
が
決
ま

り
、「
ご
っ
た
く
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ご
っ
た
く
」
と
い
う
活
動
は
、

メ
ン
バ
ー
の
み
で
行
え
る
活
動
で
は
あ

　「
ご
っ
た
く
」
で
は
ま
ず
、
10
月
23

日
㈯
・
24
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
産
業

フ
ェ
ス
タ
を
発
表
の
場
と
定
め
、
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
効
果
的
な
広
報
を
行
う
た
め
に
、
広

報
部
会
の
中
で
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど

の
撮
影
を
す
る
ロ
ケ
の
誘
致
を
目
的
と

し
た
「
十
日
町
市
ロ
ケ
応
援
団
」
を
結

成
し
、
早
速
市
内
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
載
せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。「
十
日
町
市
ロ
ケ
応
援
団
」

は
十
日
町
市
の
皆
さ
ん
全
員
が
フ
ィ
ル

ム
に
収
ま
る
こ
と
、「
十
日
町
市
民
全

員
俳
優
化
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
産
品
開
発
部
会
と
広
報
部
会
は
、

産
業
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
て
、
市
の
新
た

な
名
物
と
な
る
商
品
の
開
発
と
、
そ
の

商
品
の
広
報
宣
伝
の
研
究
に
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
眠
る
素
材
を
掘
り
起

こ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
「
十

日
町
市
に
は
こ
ん
な
い
い
物
が
あ
る
の

か
！
」
と
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
目

標
で
す
。

　「
ご
っ
た
く
」
の
活
動
は
、
十
日
町

市
が
有
名
に
な
る
こ
と
を
最
終
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
ほ
か
の
地
域
に
は
な
い
「
自
然
が
は

ぐ
く
ん
だ
こ
だ
わ
り
」
が
生
み
出
し
た

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
皆
さ
ん
も
探

し
ま
せ
ん
か
。
十
日
町
市
の
情
報
を
み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
発
信
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

※
８
月
10
日
号
で
は
、
ロ
ケ
誘
致
を
推

　
進
す
る
「
十
日
町
市
ロ
ケ
応
援
団
」

　
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

◆
問
合
せ

　
ご
っ
た
く
事
務
局

：

ク
ロ
ス
10

　
　
　
　
☎
７
５
７
―
２
３
２
３

　
市
担
当
課

：

産
業
観
光
企
画
課

　
　
　
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
１

り
ま
せ
ん
。
十
日
町
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
必
要
と
し
て
い
ま
す
。「
ご
っ

た
く
」
は
「
物
」
だ
け
で
は
な
く
、
十

日
町
市
の
人
々
が
持
つ
「
心
」
も
商
品

と
考
え
て
い
ま
す
。「
心
」
が
商
品
と

い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
持
つ
知
識
や
経

験
、
そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
日
町
市
の

発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
先
に
紹
介
し
た
「
ロ
ケ
誘
致
」
と
「
特

産
品
開
発
」
は
、
ま
さ
に
心
と
物
の
両

方
が
必
要
不
可
欠
。「
ロ
ケ
誘
致
」
で

人
を
呼
び
込
み
、
十
日
町
市
の
生
み
出

し
た
「
特
産
品
」
を
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
い
、
手
に
し
て
も
ら
い
、
買
っ
て

も
ら
い
、
最
後
に
は
気
に
入
っ
て
も
ら

う
。こ
の
２
つ
の
活
動
を
通
じ
て「
ご
っ

た
く
」は
地
域
の
活
性
化
を
狙
い
ま
す
。

「ごったく」始動！
十日町市を有名にし隊！

　市では、平成21年度に総務省の「地域力創造アドバイザー事業」の指定を受けました。

　この事業は、専門家のアドバイスを受けながら地域の活性化を考えていくもので、市の知名度アッ

プと官民一体となったＰＲを目的に行ってきました。

　同事業の一環として昨年７月に開催された講演会をきっかけに、今年４月、地域活動グループ「ごっ

たく」が結成され活動を始めましたので、今回から４回にわたり紹介していきます。

十日町市を有名にし隊ごったく

　十日町市の特産品や、「ごったく」の活

動を世界に向けて戦略的に発信します。

ロケ応援団

ロケを誘致して十日町市を有名に
日本のハリウッドを
目指します！

　地元有志が十日町市に眠る資源を
もとに、今ある商品の向上と新たな
特産品の開発に取り組んでいます！！
　第１弾は産業フェスタで発表しま
す。ご期待ください！

広報部会
支援・連携

アドバイス

★十日町市
★商工団体
★クロス10

アドバイザー
藤崎 慎一 氏 ほか

国の事業を活用して
『ごったく』の活動
を応援！

特産品開発部会

　市体育協会では、全市民を対象としたラジ

オ体操を市内全域で一斉に行います。地域の

親睦や健康維持のきっかけに、さわやかな朝

の時間を過ごしませんか。

●日　時：８月４日㈬ 午前６時30分〜40分

　　　　　※雨の場合は５日㈭

●会　場：各地区内の夏休みラジオ体操会場

●問合せ：市体育協会　☎761-7577

市民ラジオ体操第１回
　市内の中小小売業の振興と消費者の生活支援の

ため、プレミア分10％を付けた総額２億2,000万

円分のプレミアム商品券を８月20日㈮から発行

します。そこでプレミアム商品券を取り扱う加盟

店を募集します。

●募集期間：７月12日㈪〜20日㈫

●加盟対象：市内の小売業、サービス業、飲食業

　　　　　　など　※風俗・娯楽業を除く

●加盟店の負担：中小企業2.5％、大企業3.0％

※中小企業とは、小売業では資本金5,000万円以

下及び従業員数50人以下、サービス業では資

本金5,000万円以下及び従業員数100人以下の

企業

●発行内容：１冊10,000円（500円券22枚つづり）

※すべての店で利用できる共通券10枚と、中小

小売店のみで利用できる専用券12枚です

●商品券有効期間：８月20日㈮〜11月30日㈫

●申込み・問合せ：

　十日町市プレミアム商品券実行委員会事務局

　（十日町商工会議所内）☎757-5111

「プレミアム商品券」加盟店を募集！ 目指せ！30,000人

8市報とおかまち　平成22年7月10日号市報とおかまち　平成22年7月10日号9



国民健康保険証と高齢受給者証の更新

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

世
帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
保
険
税
が
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
ま

す
。
特
別
徴
収
が
始
ま
る
際
に
は
、
事

前
に
通
知
を
し
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ

て
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な

い
こ
と
。

　
た
だ
し
、
年
金
天
引
き
を
希
望
し
な

い
場
合
は
口
座
振
替
で
納
入
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課
国
保

係
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
書
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

　
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
医
療

費
の
支
払
い
に
対
し
て
多
額
な
財
源
不
足
を
生
じ
て
い
て
、
平
成
17
年
度
末
に
５
億
８
、
７
２
３
万
円
あ
っ
た
財
政
調
整
基
金

を
、
平
成
21
年
度
末
ま
で
に
ほ
ぼ
全
額
取
り
崩
し
、
医
療
給
付
費
の
補
て
ん
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
医
療
を
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
財
源
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
度

は
市
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
３
月
市
議
会
で
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
条
例
を
改
正
し
、
国

保
税
の
税
率
を
全
体
的
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
予
算
編
成
段
階
で
は
一
世
帯
当
た
り
で
前
年
度
比
17
・
８
％
の

改
定
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
具
体
的
な
平
成
22
年
度
の
国
保
税
率
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）

　
次
の
理
由
に
該
当
し
、
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
を
納
付
す
る
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
国

保
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
を
受
け

る
に
は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
ほ
か

の
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
が

著
し
い
損
害
を
受
け
た
世
帯
。

②
倒
産
、
廃
業
、
休
業
、
失
業
、
疾
病
、

そ
の
ほ
か
の
理
由
に
よ
り
所
得
が
著

し
く
減
少
し
た
世
帯
。

③
そ
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
。

　
な
お
、
減
免
申
請
の
理
由
に
よ
り
提

出
す
る
確
認
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

国民健康保険税の計算例
２人暮らしで自営業を営む世帯の場合

　★世帯の中の国保加入者（夫50歳・妻48歳）……………２人

　★営業所得……………………………………………… 200万円

　★固定資産税額（土地・家屋）………………………45,000円

〈医療給付分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×5.3％＝88,510円

　②資産割　45,000円×10％＝4,500円

　③均等割　２人×23,000円＝46,000円

　④平等割　23,000円

　合計Ａ（①＋②＋③＋④）＝162,000円（100円未満切り捨て）

〈後期支援分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×2.1％＝35,070円

　②均等割　２人×12,000円＝24,000円

　合計Ｂ（①＋②）＝59,000円（100円未満切り捨て）

〈介護納付分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×1.5％＝25,050円

　②均等割　２人×12,000円＝24,000円

　合計Ｃ（①＋②）＝49,000円（100円未満切り捨て）

世帯の国保税の合計＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝270,000円

　国民健康保険証と高齢受給者証（該当者のみ）の更新分

を世帯単位で郵送します。学生の保険証も市内の世帯主あ

てに郵送します。発送は７月23日㈮の予定です。

　保険証は国民健康保険の加入者全員に、高齢受給者証は

70歳から74歳の人に郵送します。

　今までの保険証と高齢受給者証は７月31日㈯で使えな

くなりますので、各自で処分をお願いします。

　保険証などが届きましたら、住所･世帯主氏名･被保険者

氏名などを確認し、記載事項が誤っている場合は市民生活

課国保係までご連絡ください。また、保険証裏面の注意事

項をよくお読みください。

【有効期限】

　通常の有効期限は平成23年７月31日ですが、医療制

度の違いにより、次の人は有効期限が異なります。

　①平成23年７月31日までに75歳に到達する人

　②現在退職者医療制度の適用を受けている人で、平成

　　23年７月１日までに65歳に到達する人及び被扶養者

※有効期限が平成23年７月31日でない人には、期限が

　切れる前に新しい保険証を送付します

■
問
合
せ
　
市
民
生
活
課
国
保
係
　
☎
７
５
７

｜

３
７
３
５

　医療機関や薬局で処方される薬に

は、同じ成分・同じ効き目でも価格

の安い薬があります。

　新薬（先発医薬品）に対し、安い

薬は「ジェネリック医薬品（後発医

薬品）」と呼ばれ、新薬の特許期間

が満了した後に、厚生労働省の承認

のもとに発売されます。開発コスト

が抑えられるため、価格が安く設定

され、患者さんの薬代の負担を軽く

する薬です。

　今回、保険証といっしょに希望

カードを配布しますので、ジェネ

リック医薬品を希望する人は、医療

機関や薬局の窓口にカードを提示し

てください。

　ただし、ジェネリック医薬品を使

えない場合もありますので、医療機

関などで確認をお願いします。

ジェネリック（後発）
医薬品希望カードの配布

所得割

医療給付分

4.3％

資産割 27.0％

均等割 15,700円

平等割 23,000円

限度額 470,000円

所得割

介護納付分

1.0％

均等割 8,000円

限度額 100,000円

所得割

後期支援分

1.9％

均等割 8,300円

限度額 120,000円

21年度
税　率

所得割

医療給付分

5.3％

資産割 10.0％

均等割 23,000円

平等割 23,000円

限度額 500,000円

所得割

介護納付分

1.5％

均等割 12,000円

限度額 100,000円

所得割

後期支援分

2.1％

均等割 12,000円

限度額 130,000円

22年度
税　率

0.5％引き上げ

4,000円引き上げ

据え置き

0.2％引き上げ

3,700円引き上げ

10,000円引き上げ

1.0％引き上げ

改定内容

17.0％引き下げ

7,300円引き上げ

据え置き

30,000円引き上げ

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
定
し
ま
し
た

　
国
保
税
は
、
医
療
給
付
分
と
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
分
の
合
計
額
と
し
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
人
は
、
介
護
保
険
の
第
2
号

被
保
険
者
と
し
て
介
護
納
付
分
を
加
え

た
額
が
年
間
の
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
加
入
し
て
い
る
家
族
の
分

を
合
計
し
て
世
帯
主
に
お
願
い
し
ま

す
。
納
入
通
知
書
は
7
月
15
日
㈭
に
発

送
す
る
予
定
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
税
を
出
し

合
っ
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※国保税の軽減制度

　所得の低い世帯は国保税が軽減されます。

　前年の所得状況により、被保険者均等割と世帯別平等割がそれ

　ぞれ２割・５割・７割の軽減となります。

10市報とおかまち　平成22年7月10日号市報とおかまち　平成22年7月10日号11



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈯
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
１
日
㈰

か
ら
使
用
す
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
保
険
証 

は
、７
月
22
日
㈭
こ
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な

い
場
合
や
、
届
い
た
保
険
証
に
記
載
誤

り
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
生
活

課
国
保
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
同
一

世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
判
定
し
て

い
ま
す
。
今
月
送
付
す
る
オ
レ
ン
ジ
色

の
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
割
合

（
１
割
ま
た
は
３
割
）
は
、
８
月
１
日

か
ら
１
年
間
適
用
と
な
る
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
で
す
。

◆
１
割
負
担
と
な
る
人

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
の
課
税
標
準

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
な
い

人
。

◆
３
割
負
担
と
な
る
人
（
現
役
並
み
所

　
得
者
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
せ

：

市
民
生
活
課
国
保
係
　
☎
７
５
７
|
３
７
３
５

保
険
証
の
更
新

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

５
、
３
０
０
円
で
す
。

所
得
割
額

：

料
率
は
７
・
15
％
で
、
平

成
21
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
を
基
に

算
定
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
軽
減
制
度

○
所
得
の
低
い
人
へ
の
軽
減

　
　
平
成
21
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ

　
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額

：

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割

の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

所
得
割
額

：

個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

○
制
度
加
入
前
日
に
、
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
へ
の
軽
減

　
　
制
度
加
入
前
日
に
、
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
均
等
割

額
は
９
割
軽
減
と
な
り
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
（
市
の
国
保
や
国

保
組
合
に
加
入
し
て
い
た
人
が
異
動

し
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

◆
４
月
の
年
金
か
ら
既
に
納
付
し
て
い

　
る
人
【
特
別
徴
収
】

10
・
12
・
２
月
の
納
付
額

：

確
定
し
た

年
間
保
険
料
額
か
ら
、
４
・
６
・
８

月
の
納
付
額
を
差
し
引
い
た
残
額

を
、
10
・
12
・
２
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
り
ま
す
。

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
の
課
税
標
準

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

人
。

※
た
だ
し
、
住
民
税
の
課
税
標
準
額
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合

で
も
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
に

よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合

　
そ
の
人
の
収
入
の
合
計
金
額
が
３

８
３
万
円
未
満
の
人
。
ま
た
は
、
そ

の
人
の
収
入
と
同
一
世
帯
の
70
～
74

歳
の
人
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
人
。

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場

　
合　

加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額

が
５
２
０
万
円
未
満
の
人
。

　
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を
、
７
月

15
日
㈭
に
該
当
と
な
る
人
へ
送
付
し
ま

す
。

◆
保
険
料
額
の
計
算
方
法

　
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計
が
年

間
保
険
料
額
と
な
り
ま
す
（
賦
課
限
度

額
は
50
万
円
）。

均
等
割
額

：

１
人
当
た
り
年
間
で
３
万

◆
７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
付
す
る
人
【
普
通
徴
収
】

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
を
、
７
月

〜
平
成
23
年
３
月
の
間
に
分
割
し
て
納

め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
月
々
の
保
険
料
額
は
、
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
年
度
途
中
で
年
金
天
引
き
に
切
り
替

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
保
険
料
の
納
め
方
の
変
更
が
で
き
ま

　
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の

納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て
年
金
天
引

き
で
す
が
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市

民
生
活
課
国
保
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

：

保
険
料
の
口

　
座
振
替
依
頼
書
の
本
人
控
え
、
保
険

　
証
、
認
印

※
納
め
た
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
家
族

の
口
座
か
ら
の
納
付
に
変
更
し
た
場

合
は
、
社
会
保
険
料
控
除
が
実
際
に

負
担
し
た
人
に
適
用
さ
れ
、
世
帯
全

体
の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
に
影

響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
22
年
度
の
保
険
料

保
険
料
の
納
付
方
法

　
７
月
１
日
㈭
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
の
協
賛
店
を
市
報
６

月
10
日
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
新
し
く
仲
間
入
り
し
た
協
賛
店
９
店
舗
を
紹

介
し
ま
す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
※
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
各
店
舗
で
確
認

■
買
物

◆
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
十
日
町
店
（
10
日
・
20
日
・
30
日
に

１
、
０
０
０
円
以
上
買
い
上
げ
で
リ
オ

ン
ド
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
10
ポ
イ
ン

ト
進
呈
※
テ
ナ
ン
ト
は
除
く
）

協
賛
店
が
増
え
ま
し
た

◆
名
代
生
蕎
麦
由
屋（
お
子
さ
ん
に「
そ

ば
あ
い
す
」
進
呈
）

■
飲
食

■
金
融

◆
新
潟
縣
信
用
組
合
下
条
支
店
（
リ
フ

ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
〈
Ｄ
Ｃ
保
証
〉
０
・
２

％
優
遇
、
学
資
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型
〈
Ｄ

Ｃ
保
証
〉
０
・
２
％
優
遇
、
心
配
ご
無

用
〈
学
資
カ
ー
ド
型
〉
０
・
２
％
優
遇
）

◆
新
潟
縣
信
用
組
合
十
日
町
支
店
（
リ

フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
〈
Ｄ
Ｃ
保
証
〉
０
・

２
％
優
遇
、学
資
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型〈
Ｄ

Ｃ
保
証
〉
０
・
２
％
優
遇
、
心
配
ご
無

用
〈
学
資
カ
ー
ド
型
〉
０
・
２
％
優
遇
）

■
く
る
ま

■
写
真

◆
カ
メ
ラ
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ザ
ワ
シ
ル
ク
モ

ー
ル
店
（
全
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
カ

メ
ラ
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ザ
ワ
十
日
町
店
（
全

商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
食
堂
あ
ず
ま
（
１
品
に
つ
き
１
０
０

円
引
き
※
来
店
の
み
）

◆
新
潟
縣
信
用
組
合
川
西
支
店
（
リ
フ

ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
〈
Ｄ
Ｃ
保
証
〉
０
・
２

％
優
遇
、
学
資
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型
〈
Ｄ

Ｃ
保
証
〉
０
・
２
％
優
遇
、
心
配
ご
無

用
〈
学
資
カ
ー
ド
型
〉
０
・
２
％
優
遇
）

【
川
西
地
域
】

■
金
融

■
飲
食

【
松
代
地
域
】

◆
村
山
商
会
十
日
町
中
央
Ｓ
Ｓ
（
シ
ャ

ン
プ
ー
洗
車
・
Ｆ
Ｋ
―
２
洗
車
２
１
０

円
引
き
、
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ク
リ
ス
タ
ル
キ
ー
パ
ー
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業　

■
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
☎
７
５
７
―
３
７
１
９

　
市
で
は
、
地
域
間
で
差
が
あ
っ
た

保
育
料
を
見
直
し
、
７
月
か
ら
新
し

い
保
育
料
金
に
統
一
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
十
日
町
、
川
西
、

中
里
、
松
代
、
松
之
山
の
合
併
前
の

地
域
ご
と
の
料
金
表
で
保
育
料
を
決

定
し
て
き
ま
し
た
。
合
併
後
、
保
育

料
の
統
一
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ま
ず
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
平

準
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
間
の
サ
ー
ビ
ス

格
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
。
保
育
料
の
統
一
化
に
つ
い
て
は

保
護
者
の
代
表
者
か
ら
も
加
わ
っ
て

も
ら
い
、
検
討
を
重
ね
、
提
言
を
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
十
日

町
市
の
方
針
を
定
め
、
新
保
育
料
金

を
作
成
し
ま
し
た
。

○
新
料
金
表
は
課
税
状
況
な
ど
に
応

じ
て
14
階
層
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
保
育
園
な
ど
に
同
時
入
園
し
て
い

る
兄
弟
姉
妹
が
い
る
場
合
、
年
齢

が
２
番
目
に
高
い
児
童
は
保
育
料

が
半
額
、
３
番
目
以
降
は
保
育
料

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

新
料
金
表
に
つ
い
て

○
入
園
し
て
い
る
児
童
が
第
３
子
以

降
の
児
童
は
同
時
入
園
で
な
く
て

も
、保
育
料
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

　
料
金
表
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
は
保
育
料

が
一
部
上
が
る
階
層
が
出
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
月
額
の
料
金
差
額

が
３
、
０
０
０
円
を
超
え
る
階
層
に

は
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

○
経
過
措
置
は
平
成
24
年
６
月
分
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

○
経
過
措
置
の
対
象
は
、
川
西
、
松

代
、
松
之
山
の
３
地
域
で
す
。

　
詳
し
い
料
金
表
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

子
育
て
支
援
課
保
育
園

　
係
☎
７
５
７

｜

９
１
６
９
、
ま
た

　
は
各
支
所
市
民
課

新
料
金
表
へ
の
経
過
措
置
に

つ
い
て

十
日
町
市
の
保
育
料
金
表
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
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７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す
。

■
献
血
に
ご
協
力
を
！

十日町雪まつり提言書がまとまる

１
雪
ま
つ
り
コ
ン
セ
プ
ト

●
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
市
民
が
楽
し
む

②
観
光
客
が
楽
し
む
③
十
日
町
を

P
R
す
る
。

２
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の
企
画
演
出

●
基
本
構
成
は
、
①
ギ
ネ
ス
級
の
巨
大

雪
像
ス
テ
ー
ジ
②
き
も
の
シ
ョ
ー
③
雪

花
火
演
出
と
す
る
。

●
雪
像
ス
テ
ー
ジ
を
金
曜
日
の
夜
か
ら

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
公
開
す
る
。

●
企
画
演
出
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作

を
前
提
と
し
な
い
。

●
観
光
客
が
終
演
後
に
市
街
地
を
回
遊

す
る
時
間
が
と
れ
る
よ
う
、
開
演
時
間

を
１
時
間
程
度
早
め
る
。

３
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場

●
会
場
は
、
現
会
場
の
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア

ラ
ン
ド
が
妥
当
。

〈
改
善
案
〉

①
ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
②
会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の

十
分
な
Ｐ
Ｒ
③
観
客
が
楽
し
み
な
が
ら

移
動
で
き
る
仕
掛
け
の
必
要
性
④
愛
宕

坂
市
道
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
の
専
用

道
と
し
て
活
用
⑤
十
日
町
小
学
校
校
舎

改
築
の
際
の
駐
車
場
や
通
路
の
確
保
。

４
雪
の
芸
術
展

●
雪
の
芸
術
展
は
十
日
町
雪
ま
つ
り
の

原
点
。
芸
術
性
の
高
い
雪
像
作
品
群
は

十
日
町
雪
ま
つ
り
の
大
き
な
特
色
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
尊
重
。
雪

像
制
作
団
体
の
多
く
は
町
内
や
職
場
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
あ
り
、

１
か
所
へ
の
雪
像
作
品
の
集
約
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
負
担
を
伴
い
困
難
。

〈
改
善
案
〉

①
作
品
集
約
の
た
め
、
市
外
の
企
業
や

学
生
な
ど
を
対
象
に
公
募
制
作
を
提
案

②
制
作
過
程
の
見
学
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
③
地
域
団
体
な
ど
と
協
力
し

て
、
案
内
看
板
の
設
置
。

５
ひ
ろ
ば

●
ひ
ろ
ば
開
設
基
準
を
設
け
、
お
も
て

な
し
レ
ベ
ル
を
向
上
す
る
。

●
ひ
ろ
ば
開
設
団
体
を
対
象
に
交
流
会

を
開
催
す
る
。

６
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト

●
応
募
資
格
な
ど
を
見
直
す
。
応
募
資

格
を
未
婚
女
性
に
限
定
せ
ず
、
既
婚
女

性
に
も
拡
大
す
る
。

●
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
あ
り
方
を
根
本

的
に
見
直
す
。「
き
も
の
」
へ
の
こ
だ

わ
り
は
今
後
も
継
続
す
る
べ
き
。

７
交
通
対
策

●
根
本
的
な
臨
時
駐
車
場
対
策
を
行

う
。
市
街
地
や
郊
外
の
民
間
駐
車
場
の

借
り
上
げ
を
検
討
す
る
。

●
駐
車
場
の
不
足
を
周
知
徹
底
す
る
。

●
二
次
交
通
を
拡
充
す
る
。

●
交
通
誘
導
体
制
を
見
直
す
。

８
雪
ま
つ
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
刷
新
す
る
。

〈
改
善
案
〉

①
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
市
街
地
版
、
広
域

版
に
分
け
る
な
ど
、
見
や
す
く
す
る
②

雪
像
巡
り
な
ど
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
、

外
国
語
版
マ
ッ
プ
な
ど
を
追
加
。

９
宿
泊

●
宿
泊
パ
ッ
ク
旅
行
商
品
の
企
画
。

10
財
務

●
新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
に
努
め

る
。

●
現
在
の
規
模
の
維
持
が
妥
当
。

●
公
式
グ
ッ
ズ
を
認
定
し
、
そ
の
手
数

料
を
財
源
の
一
部
に
充
て
る
。

●
応
援
寄
附
金
の
雪
イ
ベ
ン
ト
応
援
メ

ニ
ュ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

11
P
R
・
広
域
連
携

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
市
の
産

業
や
食
文
化
な
ど
も
紹
介
す
る
。

●
「
ホ
ワ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

P
R
強
化
や
イ
ベ
ン
ト
連
携
。

●
雪
国
観
光
圏
と
連
携
し
、
主
要
雪
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
に
向
け
て
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
。
観
光
客
が
広
域
的

に
長
期
滞
在
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ

く
り
を
研
究
す
る
。

●
大
地
の
芸
術
祭
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
も
連
携
し
て
通
年
の
交
流
や
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
。

提
言
書
要
旨

　昨年９月から十日町雪まつりのあり方を検討してきた、十日町雪まつり検討委員会（後藤和夫委

員長、委員22人）が、６月11日㈮、十日町雪まつり実行委員会会長の関口市長に提言書を提出し

ました。提言ではさまざまな改善案を提案し、「十日町雪まつりはすでに『雪の芸術展』『雪上カー

ニバル』『ひろば』という３つの柱が確立され、それぞれ独自に培われてきた技術やコミュニティー

がある。この継続が最も大切」としました。実行委員会では、この提言を基に今後のあり方をさら

に検討し具現化していきます。

■問合せ：観光交流課　☎757-3100

　
皆
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
事
故

に
遭
っ
た
り
し
た
と
き
の
治
療
に
使
わ

れ
る
輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
の

献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を
一
年

を
通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
市
内
で
は
、
毎
月
（
12
月

か
ら
2
月
を
除
く
）
献
血
バ
ス
が
来
て

い
る
ほ
か
、
県
内
で
は
、
成
分
献
血
も

で
き
る
献
血
ル
ー
ム（
長
岡
市
１
か
所
、

新
潟
市
2
か
所
）
で
毎
日
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
成
分
献
血
は
、
全
血
献
血
に
比
べ
て

体
へ
の
負
担
が
軽
い
う
え
、
多
く
の
血

小
板
や
血
し
ょ
う
を
献
血
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
血
液
製
剤
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
検
査
目
的
の
献
血
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
献
血
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

　
十
日
町
市
献
血
友
の
会
連
合
会
（
宮

澤
勝
宏
会
長
）
で
は
、
献
血
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
人
に
50
回
・
70
回
で
記

念
品
を
、
１
０
０
回
以
降
50
回
刻
み
の

各
献
血
回
数
で
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
4
人
が
該

当
し
、
こ
の
う
ち
、
２
人
か
ら
献
血
に

対
す
る
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
稿
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
さ
あ
、
献
血
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
真
霜
　
由
紀
夫

　
こ
の
た
び
、
十
日
町
市
献
血
友
の
会

よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
血
液
は
人
工
的
に
造

る
こ
と
が
で
き
ず
、
献
血
に
頼
る
以
外

な
い
と
の
記
事
を
読
み
、
そ
れ
以
来
、

自
分
も
何
か
協
力
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
結
果
３
０
０
回
と

な
っ
た
訳
で
す
が
、
仕
事
の
関
係
や
そ

の
と
き
の
体
調
に
よ
り
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

写
真
右
か
ら

・
１
０
０
回
　
俵
山
　
均
さ
ん
　
　

　
　
　
　
　
　（
二
ツ
屋
）

・
１
５
０
回
　
太
田
　
夕
子
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　（
北
鐙
坂
第
二
）

・
１
５
０
回
　
村
山
　
正
基
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
塚
田
）

・
３
０
０
回
　
真
霜
由
紀
夫
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　（
南
新
田
町
二
丁
目
）

　
献
血
へ
の
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
夕
子

　
小
学
1
年
生
の
と
き
、
注
射
が
大
嫌

い
な
私
は
、
自
分
の
順
番
を
後
回
し
に

し
て
次
の
人
へ
と
送
り
、
つ
い
に
6
年

生
の
後
ろ
に
付
い
て
い
ま
し
た
。
　
　

　
そ
ん
な
私
が
、
「
献
血
は
だ
れ
に
で

も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
触
発
さ
れ
（
？
）
、
お
金

と
時
間
を
か
け
て
立
派
な
体
型
に
し
て

比
重
の
軽
さ
を
克
服
し
ま
し
た
。
　
　

　
だ
れ
か
の
役
に
立
て
る
の
が
う
れ
し

く
て
、
今
日
も
い
そ
い
そ
と
長
岡
の
献

血
ル
ー
ム
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

■
問
合
せ

：

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９

か
ら
は
年
齢
に
よ
る
制
限
な
ど
に
妨
げ

ら
れ
な
が
ら
も
続
け
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
成
分
献
血
は
、
長
岡
市
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
も
っ
と
多
く
の

市
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
元
の

事
業
者
、
各
種
団
体
、
地
域
か
ら
の
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
献
血
会
場
に
足
を
運

ん
で
も
、
血
液
の
比
重
な
ど
が
基

準
値
以
下
で
、
協
力
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
夏
季
は
、
献
血
へ
の
協
力
が
得
に
く
い
時
期
で
す
。
輸
血
用
血
液
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
７
月
1
日
㈭
か
ら
31
日
㈯
ま
で
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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﹁
森
の
学
校
﹂
キ
ョ
ロ
ロ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
平
成
15
年
７
月
に
開
館
し
た
、﹁
森
の
学
校
﹂
キ
ョ
ロ
ロ
。
第
２
回
大
地
の
芸

術
祭
の
作
品
と
し
て
建
築
さ
れ
た
建
物
に
は
、
十
日
町
市
名
誉
市
民
（
松
之
山
出

身
）
で
日
本
一
の
昆
虫
屋
と
呼
ば
れ
た
故
志
賀
夘
助
さ
ん
が
収
集
し
た
、
チ
ョ
ウ

な
ど
の
貴
重
な
標
本
約
４
、
０
０
０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
昆
虫

や
植
物
を
専
門
と
す
る
４
人
の
学
芸
員
・
研
究
員
が
配
置
さ
れ
、
十
日
町
市
の
自

然
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
建
物
周
辺
に
は
、
キ
ョ

ロ
ロ
が
管
理
す
る
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
が
広
が
り
ま
す
。
森
に
は
自
然
散
策
路
が

整
備
さ
れ
、
ブ
ナ
林
や
湿
地
な
ど
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
ま
す
。

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
キ
ョ
ロ
ロ
は
普
通
の
博
物
館
と
は
違

い
、
学
術
的
な
研
究
や
展
示
だ
け
で
な

く
、
市
民
を
主
体
に
し
た
地
域
活
性
化

の
核
と
な
る
科
学
館
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

科
学
者
と
な
っ
て
、
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
学
び
、
持
続
可
能
な
社
会
の
あ
り

方
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ョ
ロ
ロ
で
特
に
目
立
つ
活
動
が
、

市
民
や
大
学
・
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
、

地
域
の
宝
で
あ
る
自
然
や
文
化
を
研
究

す
る
こ
と
で
す
。そ
の
成
果
は
、「
教
育
・

普
及
」「
展
示
・
情
報
発
信
」「
体
験
・

交
流
」「
里
山
保
全
」「
観
光
・
産
業
活

性
」
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
教
育
・
普
及

○
小
・
中
学
校
の
総
合
学
習
や
自
由
研

究
の
支
援
、
子
ど
も
学
芸
員
の
育
成

○
市
民
と
の
協
働
研
究
（
花
ご
よ
み
調

査
、
地
域
の
お
宝
マ
ッ
プ
づ
く
り
）

○
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
（
地
域
づ

く
り
、
生
き
物
の
研
究
）

◆
展
示
・
情
報
発
信

○
市
民
協
働
に
よ
る
研
究
の
展
示
（
十

日
町
の
お
宝
紹
介
や
パ
ネ
ル
展
示
）

○
地
域
情
報
、
研
究
成
果
の
発
信

◆
体
験
・
交
流

○
里
山
体
験
、
田
舎
体
験

○
も
の
作
り
（
工
房
で
の
木
工
体
験
）

○
豪
雪
自
然
探
検
（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・

雪
虫
・
足
跡
探
検
な
ど
）

◆
里
山
保
全

○
ブ
ナ
の
森
再
生
、
放
棄
水
田
再
生
、

キ
ョ
ロ
ロ
の
森
の
手
入
れ

◆
観
光
・
産
業
活
性

○
独
自
の
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

開
発
と
そ
の
活
用

○
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
産
業
の
創

出
（
里
山
の
め
ぐ
み
案
内
、
カ
ブ
ト

キ
ョ
ロ
ロ
の
活
動

市
民
と
の
協
働
事
業

●
花
ご
よ
み
調
査

　「
松
之
山
自
然
友
の
会
」
と
協
働
で
、

地
域
に
咲
く
花
を
調
べ
て
花
ご
よ
み
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

●
チ
ョ
ウ
の
調
査

　
松
之
山
野
鳥
愛
護
会
と
協
働
で
、
チ

ョ
ウ
の
調
査
を
し
て
、
図
鑑
作
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
チ
ョ
ウ
を
い

っ
し
ょ
に
調
べ
ま
せ
ん
か
。

●
ダ
イ
ジ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　
十
日
町
市
の
「
だ
い
じ
な
も
の
」
を

探
し
て
自
慢
し
、
磨
き
合
い
、
十
日
町

市
の
新
た
な
魅
力
を
生
み
育
て
、
市
民

主
体
の
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　「
森
の
学
校
」
友
の
会
に
入
っ

て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

●
年
会
費

：

大
人
２
、０
０
０
円
、

　
小
・
中
・
高
生
１
、０
０
０
円

●
会
員
特
典

・
キ
ョ
ロ
ロ
の
年
間
入
館
料
無
料

・
キ
ョ
ロ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

　
の
配
布

・
キ
ョ
ロ
ロ
の
研
究
紀
要
の
割
引

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
無
料
　
な
ど

﹁
森
の
学
校
﹂
友
の
会
会
員
募
集

■
問
合
せ

：

﹁
森
の
学
校
﹂
キ
ョ
ロ
ロ
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１

　
厳
し
い
自
然
を
生
き
残
る
た
め
の
、

昆
虫
た
ち
の
多
様
な
�
ば
か
し
術
�
を

紹
介
し
ま
す
。
エ
ボ
シ
カ
メ
レ
オ
ン
や

コ
ノ
ハ
ガ
エ
ル
、
ベ
ル
ツ
ノ
ガ
エ
ル
な

ど
擬
態
動
物
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

虫
た
ち
の
ば
か
し
術

●
１
、
０
０
０
匹
の
世
界
の
ク
ワ
ガ
タ

や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
触
れ
る
、
夢
の
空

間
「
ク
ワ
カ
ブ
」
ル
ー
ム
が
７
月
25

日
㈰
か
ら
８
月
31
日
㈫
に
開
設
さ
れ

ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
第
１
土
曜
日
に
は
「
チ

ョ
ウ
調
査
」、第
４
土
曜
日
に
は
「
探

鳥
会
」、
第
３
土
曜
日
（
８
月
の
み

そ
の
ほ
か
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

14
日
㈯
）
に
は
「
花
ご
よ
み
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

　
７
月
17
日
㈯
か
ら
25
日
㈰
は
、
市
民

に
限
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
キ
ョ
ロ
ロ
で
は
ブ
ナ
林
の
写
真

展
を
秋
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
日
本
一
美
し
い

と
称
さ
れ
る
「
美
人
林
部
門
」
と
、

十
日
町
の
隠
れ
た
魅
力
あ
る
ブ
ナ

林
を
発
掘
す
る
「
十
日
町
の
ブ
ナ

林
部
門
」
の
２
部
門
で
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
は
８
月
31
日
㈫

ま
で
。
審
査
は
入
館
者
に
よ
る
投

票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
キ
ョ
ロ
ロ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ブ
ナ
林
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中

　
私
た
ち
は
昆
虫
や
植
物
、
そ
し

て
十
日
町
市
に
広
が
る
自
然
が
大

好
き
で
す
。
キ
ョ
ロ
ロ
周
辺
の
水

辺
や
森
林
に
は
、
多
く
の
動
植
物

が
住
ん
で
い
て
、
ま
る
で
宝
箱
の

よ
う
！

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ん
が
来

て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
の

で
、い
っ
し
ょ
に
自
然
の
「
お
宝
」

を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

キ
ョ
ロ
ロ
の
学
芸
員
・
研
究

員
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　左から、学術博士の伊藤千恵さん、工学博士の永野昌
博さん、理学博士の大脇淳さん、環境科学博士の小林誠
さん

夏の企画展　虫たちのばかし術

～昆虫の驚くべき戦略
　　　　威

い

嚇
かく

からカモフラージュまで～
　キョロロでは子どもたちの夏休み期間を中心に、楽しいイベントや企画をたくさん予定し

ています。その中心となる企画が、「虫たちのばかし術」。専門知識を持った学芸員や研究員

とともに、キョロロの自然豊かな森の中でいっしょに学びませんか。

開催期間：７月17日㈯〜９月26日㈰

ハチに似せたヨツスジハナカミキリ

ム
シ
養
殖
技
術
）
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第６回 なかさと食の文化祭

あ
た
り
で
は
ベ
ン
ト
、
浦
川
原
で
は
コ

ビ
リ
︵
小
昼
︶、
名
立
で
は
グ
ル
メ
ン

ト
ウ
と
呼
び
、
弁
当
の
意
に
当
た
る
よ

う
で
す
。
味
は
酸
っ
ぱ
い
で
す
が
、
形

が
お
に
ぎ
り
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
﹃
和
漢
三
才
図
会
﹄
に
﹁
延
齢
草
﹂

と
あ
り
、
苦
い
根
を
胃
薬
に
す

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
腹
痛
用

で
＂
齢
︵
命
︶
を
延
ば
す
＂
と

い
う
の
は
お
お
げ
さ
で
す
。

　

あ
ま
り
口
に
入
れ
た
く
な
る

よ
う
な
植
物
で
は
な
い
の
で
、

食
べ
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
珍
し
い
形
の
植
物
と
し
て

観
賞
用
に
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
︵
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
︶

　

雪
が
消
え
る
と
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た

植
物
た
ち
が
一
斉
に
芽
を
伸
ば
し
ま

す
。
そ
の
中
に
、
大
き
な
葉
を
３
枚
広

げ
、
真
ん
中
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
色
が
か
っ

た
３
枚
の
花
を
つ
け

る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ユ
リ
科
の
多
年

草
で
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

︵
延
齢
草
︶
で
す
。

　

花
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
花
び
ら
で

は
な
く
、
が
く
で
す
が
、
一
応
花
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
花
が
終
わ
っ
た
後
に
三

角
の
お
に
ぎ
り
型
の
実
を
付
け
、
莇
平

よ
う
こ
そ
わ
が
家
へ

〜
日
本
の
文
化
を
体
験
〜

　
６
月
10
日
㈭
か
ら
20
日
㈰
に
か
け

て
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー

ト
ワ
ー
ス
市
か
ら
、
ヤ
ー
ラ
・
フ
ル
マ

ン
さ
ん
（
16
歳
）
が
松
代
の
品
田
靖
さ

ん
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
訪
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
㈶
長
岡
市
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
交
流
事
業
で
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー

ス
市
の
中
・
高
生
21
人
が
来
日
し
た
も

の
で
す
。

　
自
身
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
経
験
が
あ

り
、「
私
も
海
外

に
行
っ
て
み
て
良

い
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
10
代

の
う
ち
に
外
国
の

子
ど
も
と
触
れ
あ

う
こ
と
が
、
自
分

の
子
ど
も
に
も
、

訪
れ
た
子
ど
も
に

も
良
い
刺
激
に
な

る
と
思
っ
た
の
が
受
け
入
れ
を
始
め
た

き
っ
か
け
」
と
話
す
品
田
さ
ん
は
、
今

回
で
８
回
目
の
受
け
入
れ
。
さ
ら
に
、

品
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
23
年
前
、
長
岡

市
と
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
が
姉
妹

都
市
を
締
結
す
る
際
、
セ
レ
モ

ニ
ー
で
琴
を
演
奏
す
る
た
め
に
使

節
団
と
し
て
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
由
行
動
の
日
、
農
舞
台
周
辺

を
散
歩
し
た
ヤ
ー
ラ
さ
ん
は
、
楽

し
そ
う
に
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ

て
い
ま
し
た
。「
日
本
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
緑
が
多
い

こ
と
。
特
に
花
の
色
が
き
れ
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　６月13

日㈰、松

代総合体

育館で松

代地域文

化協会・

松代公民

館主催に

よる「松代芸能発表会」が開催されました。

ふんどし姿の元気な太鼓で幕を開け、美しい

着物美人による踊り、息の合った三味線・民

謡など盛りだくさんでした。13団体が日ご

ろの稽古の成果を披露し、会場に集まった約

150人の観客からは、大きな拍手とご祝儀が

贈られました。文化協会会長の室岡徹さんは、

「皆さんのおかげで昨年は創立30周年記念を

盛大に開催できました。地域文化向上に役立

てるよう今後も努力しますので、ご支援をお

願いします」と話しました。

松代芸能発表会

キャンドルの明かりがホタルへご案内

新鮮でどこか懐かしさを感じる曲に酔いしれました

古式ゆかしく
干溝神社上棟式

　６月26日㈯、国道353号バイパス

工事に伴い、移転改築が進む干溝十

二社神社の上棟式が行われました。

移転先は干溝集落の薬師神社の境

内。この神社は江戸時代中期の文政

４年に建設されたもので、189年ぶ

りの建築となります。上棟式は、集

落の皆さんが見守る中、宮大工を中

心に古式にのっとり恭しく執り行わ

れました。

集落の皆さんで棟木をひく「曳綱の儀」

　
西
田
尻
集
落
は
清
津
川
沿
い
の
集
落

で
、
そ
の
昔
弘
法
大
師
が
授
け
た
と
言

わ
れ
て
い
る
瀬
戸
口
温
泉
（
市
報
平
成

21
年
４
月
25
日
号
『
お
〜
い
！
昔
』
掲

載
）
と
、
絶
景
の
瀬
戸
渓
谷
が
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
時
期
は
、
ホ
タ
ル
の
飛

び
交
う
集
落
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

３
年
前
か
ら
始
め
た
「
西
田
尻 

音
と

ほ
た
る
の
夕
べ
」。
こ
れ
は
、
現
在
３

世
帯
と
な
っ
た
同
集
落
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
い
、
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
中
で

生
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
。今
年
は
６
月
27
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、

約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
雨
の
た
め

会
場
を
同
集
落
内
の
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ

と
ぐ
ち
に
変
更
し
ま
し
た
が
、�
馬ば

喰く
ろ

町ち
ょ
うバ

ン
ド
�
と
い
う
ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
編
成
の
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か

な
室
内
に
呼
ば
れ
た
か
の
よ
う
に
ホ
タ

ル
も
現
れ
、
参
加
者
た
ち
は
一
時
の
ホ

タ
ル
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

たから
探し
たから
探し

西田尻編

ホ
タ
ル
と

共
生
す
る
集
落

　６月６日㈰、中里総合センターで「第６回なかさと食の文化

祭」が食の文化祭実行委員会（瀧沢由紀会長）主催で行われま

した。この催しは、地元の食材を１つ以上使うことを条件に、

家庭料理やわが家の行事食、米粉を使った料理をテーマに持ち

ら地元中学生を招待。「部

活の合宿でいろいろな所

に行くけど、中里の料理

が一番おいしいです」と

おう盛な食欲を発揮して

いました。

寄った料理を鑑賞・試食し、食

をとおした交流の輪を広げるこ

とが目的です。

　今年も地区内の女性を中心に

68人（３団体含む）の皆さん

が自慢の手料理110品を持ち寄

りました。今回は食育の観点か

奥さんから琴を習いました

松苧太鼓
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家族みんなで頑張ってます
◯61

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759

61

　
４
年
前
か
ら
父
が
営
ん
で
い
る
農
機
具
の
販

売
、
修
理
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
自
動
車
や
機
械
い
じ
り
が
好
き
な
の
で
、
将
来

は
家
業
を
継
ご
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
農
機
具
な
ど
の
修
理
が
主
な
仕
事
で
す
が
、
田

植
え
や
稲
刈
り
の
時
期
は
と
て
も
忙
し
く
、
田
植

え
が
終
わ
っ
た
こ
の
時
期
が
一
番
ほ
っ
と
し
ま

す
。
お
客
さ
ん
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
修
理
は
、
部

品
交
換
な
ど
で
ほ
と
ん
ど
直
り
ま
す
が
、
中
に
は

修
理
し
て
も
直
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
ん
な
と

き
は
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
１

年
前
に
結
婚
し
て
、
隣
に
い
る
妻
も
い
っ
し
ょ
に

事
務
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん

に
は
い
つ
も
笑
顔
で
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

と
接
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
二
人
と
も
車
が
好
き
な
の
で
、
休
日
は
車
で
出

か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。遠
出
な
ど
を
し
て
、

気
分
転
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
麻
し

ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。感
染
力
が
強
く
、

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
と
、

多
く
の
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
中
耳

炎
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
数
千
人
に
１
人
の
割
合
で
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

の
飛
ま
つ
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。
症
状
は
麻
し
ん
よ
り
軽
い

の
で
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

か
か
る
と
重
症
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
か
か
る

と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
呼

ば
れ
る
病
気
に
よ
り
障
が
い
を
持

っ
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
麻
し
ん
は
、
予
防
接
種
を
２
回

受
け
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

免
疫
を
獲
得
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、『
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
』
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
麻
し
ん
と

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
効
果
を
同

時
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
期
が
「
１
歳
以
上
２
歳
未

満
の
人
」、
第
２
期
が
「
小
学
校

就
学
の
前
年
度
に
あ
る
人
」で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
24
年

度
ま
で
は
、
第
３
期
と
し
て
「
中

学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

人
」
と
、
第
４
期
と
し
て
「
高
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
」

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
第
１
期
に
つ
い
て
は
、
１
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す
ぐ
に
予
防

接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
の
第
２

〜
４
期
の
対
象
者
は
次
の
人
で
す

の
で
、
ま
だ
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人
は
早
め
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
第
２
期

：

平
成
16
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
３
期

：

平
成
９
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
４
期

：

平
成
４
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

『
麻
し
ん
』
と
『
風
し
ん
』

っ
て
ど
ん
な
病
気
？

予
防
す
る
に
は
？

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
？

接
種
費
用
は
？

　
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
で
あ

れ
ば
接
種
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

（
市
が
負
担
し
ま
す
）。

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は

　
　
　
　
　
　

２
回
受
け
ま
し
ょ
う

河崎　浩和
　　　　ちゃん

かわさき　ひろかずちゃん
平成18年11月７日生まれ
稲荷町３北　　　（写真左）

　遊ぶときもおやつのときも、仲良しのせりなお姉
ちゃんといつもいっしょ。おいかけっこをして二人
で元気に遊んでいます。おうちの窓から「はくたか」
を見ているひろちゃんの夢は、新幹線の運転手です。

大島　初花
　　　　ちゃん

おおしま　ういかちゃん
平成20年９月17日生まれ
塚原町

　シャボン玉と動物が大好き！晴れた日はパパやママ
とシャポン玉を飛ばしたり、近所のわんわんに会いに
三輪車でお出かけしたりします。近所のお兄ちゃんお
姉ちゃんとも仲良しで、いっしょに楽しく遊んでいます。

水落　和也 さん
1982年生

㈱ミズワ商会勤務

先月の佐藤美加さんからのバトンタッチ。

　開催から早くも10年がたつ大地の芸術祭。

この大地の芸術祭では、アーティストや地域住

民、こへび隊や地域内外の企業や団体がかかわ

ることで、さまざまな芽が育っています。ここ

ではその一例を紹介します。

■グッズ

　昨年の大地の芸術祭では、「Roooots越後妻

有の名産品リデザインプロジェクト」で、地域

内の既存の商品が生まれ変わり、海外でも高い

評価を受けました。

■映画

　昨年の芸術祭で誕生した映画作品は、芸術祭

大地の芸術祭から生まれたグッズや映画

◆天神囃子：東京TDC賞入選、D&ADアワード

　　　　　　入選（世界最高峰のデザイン賞）

◆「農の舞」棚田天水米コシヒカリ：

　　One Show入選（世界三大広告賞の一つ）

終了後もさまざまな場所で公開され、当地域を

発信し続けています。　

◆しゃったぁず・４：

　吉祥寺バウスシアター（東京）で、６月に上映。

◆小屋丸：フランス、ドイツで上映され、10 月

　にユーロスペース（東京渋谷）で公開予定。

　また、「北野武展」（主催：カルティエ財団）

　でも特別上映予定。今夏は続編も完成します。
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珠算全国二大大会に出場！十日町市初の快挙

親子でいっしょに、ロケット飛ばし

　６月20日㈰、吉田クロスカントリー競技場で、ペッ
トボトルロケット教室が開催されました。このイベント
は、吉田クロスカントリー競技場の利活用を進める中で、
子どもたちと触れ合ってもらおうと父の日に合わせて企
画されたものです。講師に十日町中学校教諭の村山貴芳
さんを招き、20人の参加者が炭酸飲料のペットボトル
と牛乳パックを使って、ロケットを作りました。その後、
みんなでロケット飛ばし大会を行い、吉田小学校２年の
馬場柊太朗さんが51mを記録し、優勝しました。

　十日町小学校５年の関口美輝さんが見事県予選を突破し「全日
本珠算選手権大会」と「第18代珠算名人位決定戦」に出場を決
めました。関口さんは珠算を始めて５年、現在では珠算７段・暗
算９段・フラッシュ暗算８段の腕前で、全日本は県で小学生１人
の出場権を獲得。週４回教室に通い、家でも毎日練習しています。
指導者で十日町珠算学校本町教室主宰の羽鳥達人さんは、「とに
かく努力家、そしてご家族の協力の成果です」と話し、美輝さん
は「頑張ってきたので、自分をほめてあげたいです。全国大会の
雰囲気にのまれないようにしたい」と意気込みを語りました。

　

6
月
20
日
㈰
、
重
地
大
池
自
然
公
園
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り

は
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る
重
地
大

池
を
公
園
と
し
て
整
備
し
た
と
き
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
16
回
目
。
毎
年
周
辺
集
落

の
田
休
み
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
重
地

集
落
の
皆
さ
ん
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
大
池
の
名
物
ジ

ュ
ン
サ
イ
汁
や
か
た
こ
も
ち
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
訪
れ
た
約
２
０
０
人
は
和
や
か

な
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

重
地
大
池
自
然
公
園
ま
つ
り

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

　
　
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
上
下
水
道
局
で
は
現
在
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
を
２
か
月
に
１
度
実
施

し
、検
針
月
の
翌
月
に
水
道
料
金
、翌
々

月
に
下
水
道
使
用
料
を
請
求
し
て
い
ま

す
が
、
７
月
検
針
に
よ
る
８
月
請
求
か

ら
は
、
２
か
月
分
の
使
用
量
を
半
分
に

し
て
翌
月
請
求
量
と
翌
々
月
請
求
量
に

分
け
、
１
か
月
ず
つ
水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
を
算
出
・
合
算
し
て
上
下
水

道
料
金
と
し
て
請
求
し
ま
す
。

◆
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
を

　
合
算
し
て
毎
月
請
求
し
ま
す

◆問合せ
　上下水道局
　お客様係
　☎757-3115

《例》　使用量：２か月分40㎥
【現行】
　40㎥の水道料金を検針の翌月請求
　40㎥の下水道使用料を検針の翌々月
　請求

【８月以降】
　40㎥÷２＝20㎥（１か月の使用量）
　20㎥の水道料金＋20㎥の下水道使
　用料（上下水道料金）を検針の翌月
　と翌々月にそれぞれ請求
　※半分に分けた際の端数は翌月請求
　　分に加算

◆
検
針
票
も
変
わ
り
ま
す

　
検
針
時
に
検
針
員
が
配
布
す
る
検
針

票
の
様
式
も
変
わ
り
ま
す
（
下
の
写
真

参
照
）。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

　
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
口
座
か
ら
引

き
続
き
振
替
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
振
替
口
座
通
帳
へ
の
印
字
は

「
ジ
ョ
ウ
ゲ
ス
イ
ド
ウ
リ
ョ
ウ
キ
ン
」

ま
た
は
「
上
下
水
道
料
金
」
に
統
一
さ

れ
ま
す
（
金
融
機
関
に
よ
っ
て
印
字
で

き
る
字
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

印
字
内
容
が
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

◆
納
入
通
知
書
に
よ
る
支
払
い

　
現
金
納
付
の
人
に
送
付
し
て
い
る
納

入
通
知
書
（
は
が
き
）
の
様
式
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
「
水
道
料
金

納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」
と
「
下
水
道

使
用
料
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」
の
２

種
類
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月

発
行
分
か
ら
は
「
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」
の
１

〜上下水道局からのお願い〜
■引っ越しや移転などで使用者が変わるときは、早めに

上下水道局お客様係まで連絡してください。なお、松

代・松之山地域の人は、松代支所農林建設課上下水道

係へ連絡してください。

■漏水により生じた水道料金や修理にかかる経費は使用

者の負担となります。個人の設備である給水管や蛇口

など給水装置の十分な管理をお願いします。

種
類
に
な
り
ま
す
（
左
の
写
真
参
照
）。

　
新
様
式
の
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支
払
い

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
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７月24日㈯　午前11時〜正午
　「おじゃる丸『ちっちゃいものの大きな力』」
　「世界名作アニメ６　若草物語／不思議の国のアリス」
７月28日㈬　午前10時30分〜正午
　「大造じいさんとガン」「野口英世物語（アニメ）」
　「銀河鉄道の夜」
８月11日㈬　午前10時30分〜正午
　「手紙」「なっちゃんの赤い手袋」
　「山古志村のマリと三匹の子犬」
８月14日㈯　午前11時〜正午
　「きまりのないくに」「ちいちゃんのかげおくり」
　「セロひきのゴーシュ」
８月18日㈬　午前10時30分〜正午
　「きずだらけのりんご」「エジソン物語（アニメ）」
　「字のないはがき」「盲導犬クイールの一生」
８月21日㈯　午後３時〜４時30分
　「記憶との出逢い」「ブンナよ木からおりてこい」

第
８
回
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

　夏季特別展「壊されるモノ―土偶・石棒・石皿

からみた縄文の祭祀―」を見学した後、石器・勾

玉づくりを体験します。黒曜石で石器をつくり、

実際に肉や魚を切ってみましょう。

◆日　時：８月７日㈯

　　　　　午後１時15分〜４時30分

◆対　象：小学４〜６年生

◆参加費：1,000円（材料費など）

◆定　員：先着15人

※汚れてもよい動きやすい長そで・長ズボンで参

　加してください（はだしにサンダル履きは厳禁）

◆申込み：７月24日㈯までに、申込書（対象者

　には学校で配布済み）に参加費を添えて提出

◆会場・申込み・問合せ：博物館　☎757-5531

平成22年度 子ども博物館Ⅰ

縄文体験「石器・勾
まが

玉
たま

づくり」

第
９
回
縄
文
サ
ミ
ッ
ト

講
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か

　
縄
文
サ
ミ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
講

話
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
●
日
時

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
高
等
部

学
校
見
学
会
・
説
明
会

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
●
日
時
＝
７
月
17
日
㈯
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

：

学
習
参

観
、
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時

10
分

：

学
校
説
明
会
●
参
加
費
＝

無
料
●
会
場
・
問
合
せ
＝
小
出
養

護
学
校
ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
高
等

第
22
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

●
日
時
＝
７
月
25
日
㈰
正
午
〜

（
開
場
午
前
11
時
30
分
）
●
会
場

＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
●
出
演
団

体
＝
十
日
町
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
フ
ル
ー
ト
ク
ラ
ブ
シ
リ

ン
ク
ス
、
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
、
双

葉
会
、
十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
十
日
町
観
世

会
、
オ
カ
リ
ー
ナ
ぐ
ー
す
、
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
ほ
か
●
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

＝
７
月
28
日
㈬
午
前
11
時
30
分
こ

ろ
〜
（
45
分
間
）
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝

講
話
「
火
焔
土
器
の
正
体
」
小
林

達
雄
さ
ん
（
県
立
歴
史
博
物
館
名

誉
館
長
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

７
月
20
日
㈫
ま
で
に
博
物
館
（
☎

７
５
７
―
５
５
３
１
）

　
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
喜
劇
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
７
月

17
日
㈯
午
後
７
時
30
分
〜
（
開
場

７
時
）
●
会
場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
あ
て
ま
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
観
光
交
流
課
内
☎
７
５

７
―
３
１
０
０
）

あ
て
ま
新
喜
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
座

第
14
回
公
演

『
レ
レ
レ
の
女
房
』

部
（
川
西
高
等
学
校
内
☎
７
６
８

―
３
３
２
５
）

日
時
＝
７
月
19
日
（
海
の
日
）
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
●
目
的
地
＝

群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
●
対
象
＝

幼
児
〜
中
学
生
●
参
加
費
＝
４
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）
●
定

員
＝
40
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

【
水
泳
大
会
で
勝
て
る
！
強
化
練

習
会
】
練
習
時
間
・
送
迎
バ
ス
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
７
月
18
日
㈰
・
19
日

（
海
の
日
）
●
対
象
＝
各
種
水
泳

大
会
に
参
加
す
る
学
童
●
参
加
費

＝
５
、
０
０
０
円
●
定
員
＝
20
人

【
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
大
冒
険
！
夏

の
ハ
イ
キ
ン
グ
】
集
合
場
所
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

夏
の
イ
ベ
ン
ト

　
田
代
集
落
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」

や
「
水
取
神
事
」
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
カ
ジ
カ
入
り
の
深
山
酒
や
山

菜
お
こ
わ
な
ど
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
18
日
㈰
午
前

七
ツ
釜
ま
つ
り

　
お
子
さ
ん
に
は
お
楽
し
み
抽
選

券
を
配
布
し
ま
す
。
焼
き
鳥
や
わ

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館

●
種
目
＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混

合
の
部
●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住

愛
宕
山
祭
典
（
火
伏
祭
）

い
の
ち
を
か
け
て
守
り
た
い
も
の
が
あ
る

映
画
「
祝

ほ
う
り

の
島
」
上
映
会

　
自
然
と
と
も
に
自
立
し
て
生
き

る
島
民
の
姿
を
映
し
た
作
品
で

す
。
●
日
時
＝
７
月
18
日
㈰
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
（
３
時
30
分
か

ら
は
監
督
ト
ー
ク
）
●
会
場
＝
情

報
館
●
入
場
料
＝
前
売
１
、
０
０

０
円
（
当
日
１
、
２
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料
●
問
合
せ
＝
大

嶋
（
☎
７
５
２
―
４
５
８
１
）

　
一
足
早
く
、
い
っ
し
ょ
に
郷
土

の
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

飲
み
物
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
21
日
㈬
午
後
１
時
〜
３

時
30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●

参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
田
口

（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
30
周
年
記
念

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

　
古
来
、
人
や
も
の
、
情
報
な
ど

の
大
動
脈
で
あ
っ
た
日
本
海
を
行

き
来
し
た
文
化
を
、
国
宝
や
重
要

文
化
財
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
●

会
期
＝
７
月
24
日
㈯
〜
９
月
５

日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
観
覧
券
の
販
売
は
４
時
30
分

ま
で
）
※
８
月
９
日
㈪
・
23
日
㈪

は
休
館
●
観
覧
料
＝
大
人
９
０
０

円
、
高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
※
８
月
１
日
㈰

は
開
館
記
念
日
の
た
め
無
料
●
会

夏休み子ども上映会

◎会　場：情報館　　◎入場料：無料　※予約不要

◎問合せ：視聴覚ライブラリー（情報館内）

　　　　　☎750-5101

三
好
園
納
涼
大
会

●
日
時
＝
７
月
31
日
㈯
午
後
６
時

〜
８
時
●
会
場
＝
三
好
園
園
庭
●

内
容
＝
夜
店
、
盆
踊
り
、
花
火
な

ど
●
問
合
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
三
好
園
（
☎
７
５
６
―
２
１

０
６
）

10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
七
ツ

釜
公
園
（
釜
川
上
流
）
●
問
合
せ

＝
市
観
光
協
会
中
里
支
部
（
☎
７

６
３
―
３
１
６
８
）

き
も
の
歴
史
館
企
画
展

手
描
き
手
ぬ
ぐ
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
十
日
町
の
染
織
作
家
６
人
を
含

む
、
７
人
に
よ
る
手
描
き
の
手

ぬ
ぐ
い
80
点
を
展
示
し
ま
す
。
●

会
期
＝
７
月
18
日
㈰
〜
８
月
17
日

㈫
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
※
水
曜

日
休
館
●
入
館
料
＝
大
人
３
０
０

円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生

　
早
朝
に
開
花
し
た
蓮
の
美
し
さ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
朝
茶
会
で

は
浴
衣
を
着
た
小
学
生
も
お
茶
を

点
て
、
運
び
ま
す
。
●
日
時
＝
７

月
25
日
㈰
午
前
５
時
〜
７
時
30
分

●
会
場
＝
宝
泉
寺
（
小
泉
第
１
）

●
参
加
費
＝
７
０
０
円
※
花
の
観

賞
の
み
の
場
合
は
無
料
（
チ
ケ
ッ

ト
不
要
）
●
内
容
＝
朝
茶
会
、
謡

曲
・
仕
舞
、
豊
栄
舞
、
象
鼻
杯
（
日

本
酒
ま
た
は
蜜
水
）
●
チ
ケ
ッ
ト

申
込
み
・
問
合
せ
＝
宝
泉
寺
二
千

年
蓮
を
愛
し
育
て
る
会
事
務
局
・

関
口
（
☎
７
５
２
―
２
７
７
８
）

第
３
回
宝
泉
寺
二
千
年
蓮

観
蓮
会

以
下
無
料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
７
５
２
―
０
１
１
７
）

ま
た
は
在
勤
●
参
加
費
＝
１
チ
ー

ム
２
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
（
申
込
み
先
に
配
置
）

を
岩
田
（
☎
７
５
７
―
９
３
２
５
）

場
・
問
合
せ
＝
県
立
歴
史
博
物
館

（
☎
０
２
５
８
―
47
―
６
１
３
０
）

た
あ
め
の
夜
店
、
ゲ
ー
ム
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
23
日

㈮
午
後
７
時
〜
（
法
要
）
※
抽
選

発
表
は
８
時
ご
ろ
●
会
場
＝
来
迎

寺
境
内
（
川
原
町
）
●
問
合
せ
＝

来
迎
寺（
☎
７
５
２
―
２
１
３
８
）

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載広告掲載

県
立
歴
史
博
物
館

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展

「
日
本
海
の
至
宝
」

24市報とおかまち　平成22年7月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年7月10日号25

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



▼
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
私
は

片
づ
け
が
苦
手
で
す
。
日
々
お
部
屋
が

〝
汚
部
屋
〟に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
遣
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
仕
事
な
ど
が
忙
し
く

な
っ
た
り
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
…
。
部

屋
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、
不

要
な
も
の
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
エ
コ

バ
ッ
ク
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
折
、

前
回
の
市
報
で
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
お
店
で
レ
ジ
袋
を
断

る
と
１
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ジ
袋
削
減
活
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
カ
ー
ド
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
使
え
る

そ
う
で
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
温
泉

に
も
行
け
る
よ
う
で
す
。
本
来
の
目
的
と

違
っ
た
エ
コ
バ
ッ
ク
の
使
い
方
、
こ
れ
を

機
に
エ
コ
も
目
的
に

加
え
よ
う
と
思
い
ま

す
。

▼
今
回
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
代
表
の
活
躍
は
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の

み
な
ら
ず
、（
ひ
）
の
よ
う
な
素
人
に
も

す
ば
ら
し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
真
夜
中
に
テ
レ
ビ
の
前
で
日
本
チ
ー

ム
の
勝
利
を
祈
っ
た
と
き
、
8
年
前
に
同

じ
気
持
ち
で
祈
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

▼
２
０
０
２
年
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
十
日
町

市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
世
界
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
が
く
れ
た
さ
わ
や
か
な
友
情
に
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
で
の
日
本
代
表
キ
ャ
ン
プ
地

ジ
ョ
ー
ジ
市
民
の
心

も
、
サ
ム
ラ
イ
ブ

ル
ー
に
染
ま
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

(ひ) (石)

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

　死別・離婚などによりひとり親となった父または養育者に、

４月分から父子家庭支援手当を支給します。対象となる人で

まだ手続きをしていない場合は、期限内に印鑑を持参して子

育て支援課子育て支援係または各支所市民課の窓口へおいで

ください。４月分にさかのぼって手当が支給されます。

●対　象：18歳までの次のいずれかに掲げる児童を監護し、

　かつその児童と生計を同じくしている父または養育者

　①父母が婚姻を解消した児童

　②母が死亡した児童で公的年金（遺族年金）の受給資格の

　　ない父または児童

　③母が児童扶養手当法施行令に定める程度の障がいの状態

　　にある児童

　④母の生死が明らかでない児童

　⑤その他①〜④に準ずる状態の児童で市長が定めるもの

●請求期限：７月30日㈮

●問合せ：子育て支援課子育て支援係　☎757-3719

父子家庭支援手当を支給します
日
＝
▼
学
校

：

９
月
26
日
㈰
▼
大

学
校

：

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
●

身
分
・
給
与
＝
入
校
と
同
時
に
国

家
公
務
員
と
な
り
、
在
学
中
は
月

額
１
４
０
、
１
０
０
円
（
22
年
４

月
１
日
現
在
）
を
支
給
●
受
付
期

間
＝
▼
学
校

：

７
月
20
日
㈫
〜
８

月
３
日
㈫
▼
大
学
校

：

８
月
26
日

㈭
〜
９
月
７
日
㈫
●
問
合
せ
＝
第

九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人

事
課
（
☎
０
１
２
０
―
４
４
４
―

５
７
６
）

　
建
設
機
械
整
備
の
油
圧
装
置
の

基
礎
（
学
科
）
コ
ー
ス
で
す
。
２

級
技
能
検
定
準
備
と
し
て
建
設
機

械
に
関
す
る
模
擬
問
題
演
習
と
解

説
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月

19
日
㈭
〜
25
日
㈬
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
５

日
間
）
●
受
講
料
＝
２
、
４
０
０

女
性
警
察
官
Ａ

：

昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
を
卒

業
し
た
人
（
23
年
３
月
卒
業
見
込

者
含
む
）
▼
男
性
・
女
性
警
察
官

Ｂ

：

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
平
成

５
年
４
月
２
日
の
間
に
生
ま
れ
、

警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
以
外
の
人

●
１
次
試
験
＝
期
日

：

９
月
19
日

㈰
、
試
験
種
目

：

教
養
試
験
・
体

力
検
査
Ⅰ
●
受
付
締
切
り
＝
８
月

19
日
㈭
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察

署
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
０
）

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集
中
！

　
県
警
で
は
、
や
る
気
と
熱
意
を

持
っ
た
受
験
者
を
募
集
中
で
す

（
23
年
４
月
採
用
予
定
）。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
る
か
、
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.p
o
lice.

p
ref.n

iig
a
ta

.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
●
受
験
資
格
＝
▼
男
性
・

地
域 物　　　件 間 取 り 家賃（月） 募集

戸数

十
日
町

谷内丑
住宅

（世帯用）

平成元年度建築
鉄筋コンクリート

３階建

６帖２室、
4.5帖１室、

DK

18,000円　
〜26,800円

１戸

川
　
西

栄町
住宅

（世帯用）

昭和48年度建築
木造２階建

６帖３室、
DK

20,000円 １戸

松
之
山

湯山
団地

（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、

DK
50,000円 １戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
７
月
12
日
㈪
〜
26

日
㈪
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保

安
大
学
校
学
生
募
集

　
23
年
４
月
入
校
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
募
集
人
数
＝
▼

学
校

：

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

約
１
１
０
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課

程
約
40
人
、
海
洋
科
学
課
程
約
10

人
、
航
空
課
程
約
10
人
▼
大
学

校

：

約
45
人
●
受
験
資
格
＝
昭
和

62
年
（
大
学
校
は
平
成
２
年
）
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
高
等
学

校
や
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
人
（
23
年
３
月

卒
業
・
修
了
見
込
者
含
む
）、
及

び
人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人
●
１
次
試
験

い
っ
し
ょ
に
剣
道
を
し
ま
せ
ん
か

た
だ
今
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

【
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

剣
道
を
と
お
し
て
礼
儀
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
お
楽
し
み
会
や
埼
玉
県

新
座
市
と
の
交
流
会
な
ど
も
実
施

し
ま
す
。
●
練
習
日
時
＝
毎
週
火
・

木
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分
●
会
場
＝
田
沢
小
学
校
体
育
館

●
対
象
＝
小
学
２
年
生
以
上
（
男

女
不
問
）
●
年
会
費
＝
前
期
・
後

期
各
５
、
０
０
０
円
※
防
具
は
貸

し
出
し
ま
す
が
、
竹
刀
・
道
着
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
●
問

合
せ
＝
江
口
（
☎
７
６
３
―
３
４

４
９
）

【
十
日
町
剣
友
会
中
里
支
部
】
体

力
増
進
や
健
康
管
理
に
始
め
ま
せ

ん
か
。
各
種
大
会
へ
の
参
加
や
昇

段
を
目
指
し
ま
す
。
初
心
者
歓
迎

で
す
。
●
練
習
日
時
＝
毎
週
火
・

木
曜
日
午
後
８
時
〜
10
時
●
会
場

＝
田
沢
小
学
校
体
育
館
●
対
象
＝

市
民
（
男
女
・
年
齢
不
問
）
●
年

会
費
＝
７
、
０
０
０
円
●
問
合
せ

＝
樋
口
（
☎
７
６
１
―
３
０
５
５
）

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

寄付ありがとう ６月25日届出分
まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝酒井伸夫

（東京都港区）柳本優己（東京都新宿

区）深海晶（東京都新宿区）

●十日町地域広域事務組合へ＝㈶新潟県

危険物安全協会十日町地区支会（油

流出事故対策用オイルフェンス４箱）

●地域福祉基金へ＝新潟縣信用組合十日

町支店（8,609円）

●情報館へ＝井ノ川信一（小原）渡辺伸

三（埼玉県小川町）高橋光男（妻有

町東２）小泉光一（北原）小堺哲也（北

浦田）小山典子（田沢本村）星名キ

ヨノ（伊友）桑原和弘（馬場１）斎

木政治（北新田２）

●博物館へ＝小泉光一（北原）関口祥司

（本町東１）佐藤サオ（山野田）庭野

喜久一（島）若山好子（稲荷町３南）

蒲生区

　
夏
期
決
済
資
金
や
賞
与
な
ど
の

運
転
資
金
、
設
備
資
金
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

　
県
バ
ス
協
会
で
は
、
７
月
31
日

㈯
ま
で
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
降
り
る
と
き
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
完
全
に
止

ま
っ
て
か
ら
席
を
立
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
む
を
え
ず

急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
立
っ
て
い
る
と
き

は
つ
り
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り

と
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
㈳
新
潟
県
バ
ス
協
会
（
☎

０
２
５
―
２
４
７
―
８
１
３
１
）

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現

在
で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇

用
す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す

新
潟
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
人
の
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
●
電
話
相
談
＝
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
●
弁
護
士

相
談
＝
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
予
約
制
、
要
面

談
）
●
問
合
せ
＝
新
潟
自
動
車
保

険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

５
―
２
２
８
―
８
２
３
３
）

か
か
わ
っ
て
い
る
事
業
者
な
ど
●

応
援
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
＝
ロ
ゴ
使

用
、
県
に
よ
る
広
報
宣
伝
な
ど
●

登
録
手
続
き
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.n

iig
a
ta

.

lg
.jp

/

）
の
「
米
粉
の
お
部
屋
」

か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

登
録
●
問
合
せ
＝
県
農
林
水
産
部

食
品
・
流
通
課
食
品
産
業
係
（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
５
５
４
８
）

に
い
が
た
発
「
Ｒ
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

応
援
企
業
を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、
輸
入
小
麦
の
10
％
以

上
を
国
産
米
粉
に
置
き
換
え
る

運
動
『
に
い
が
た
発
「
Ｒ
10
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を
全
国
へ
発
信
し
て

い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

積
極
的
に
推
進
す
る
応
援
企
業
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
対
象
＝

国
産
米
が
原
料
の
米
粉
を
使
用
し

た
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
製
造
・
販

売
・
提
供
し
て
い
る
事
業
者
、
米

粉
原
料
米
の
生
産
ま
た
は
供
給
に

円
●
定
員
＝
20
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
30
日
㈮
ま
で
に
県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２

５
―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

20
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時
●
持
参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期

分
の
決
算
書
・
申
告
書
、
直
近
の

試
算
表
、
印
鑑
●
会
場
・
申
込
み
・

問
合
せ
＝
７
月
15
日
㈭
ま
で
に
十

日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―

５
１
１
１
）

般
公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃

金
や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動

向
を
調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
デ

ー
タ
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に

使
用
し
ま
す
。
県
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
●
期
間
＝
７
月
下

旬
〜
８
月
末
●
対
象
地
域
＝
卯
、

辰
、
宮
中
、
堀
之
内
、
本
屋
敷
、
桂
、

小
原
、
田
沢
本
村
、
田
中
、
如
来

寺
●
問
合
せ
＝
県
総
務
管
理
部
統

計
課
生
活
統
計
班
（
☎
０
２
５
―

２
８
５
―
５
５
１
１
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



横
断
歩
道
を
わ
た
る
と
き
は
、

左
右
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
、
手

を
挙
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
描
き
ま

し
た
。
女
の
子
が
わ
た
る
様
子
が

う
ま
く
描
け
た
と
思
い
ま
す
。

太
田
　
弥み

丘く

さ
ん
（
５
年
）

安全で楽しい毎日

　　　　　つくろうよ！

い
ろ
い
ろ
な
色
を
使
っ
て
線
を

か
い
て
、
友
だ
ち
と
山
の
ぼ
り
を

し
た
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
か
き
ま

し
た
。
み
ん
な
で
遊
ん
で
い
る
様

子
が
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

金
澤
　
武
た
け
る

さ
ん
（
３
年
）

山のぼり

修
学
旅
行
で
佐
渡
へ
行
っ
た
と

き
に
、
一
番
楽
し
か
っ
た
イ
カ
裂

き
体
験
を
描
き
ま
し
た
。
絵
の
具

を
水
で
薄
め
て
、
イ
カ
ら
し
い
色

が
表
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

富
井
　
輝

ひ
か
る

さ
ん
（
６
年
）

うまく裂くぞ！
 ～イカ裂き体験in佐渡～

　
思
い
っ
き
り
が
ん
ば
っ
て

　
　
　
　
　
走
っ
た
50
m
走

富井　拓
たく

巳
み

さん（１年）
　小学校ではじめてのうんどうかいをかきました。50m走で人がよこを向いて走っているように、くふうしてかきました。

　
わ
に
と

　
　
四
ひ
き
の
カ
タ
ツ
ム
リ

高野　真
ま

佑
ゆ

さん（４年）

　ペットボトルをどう体に使い、わ
にを作りました。モールをカタツム
リや、わにの歯などいろいろな所に
くふうして使いました。

　
海
に
い
る
　

　
　
ふ
し
ぎ
な
　
生
き
も
の

金澤　里
り

英
え

さん（２年）

　海にいるふしぎな生きものを作り

ました。さかなのかたちにするのが

むずかしかったです。身近にある材

料をりようして仕上げました。

■ 人　口  60,295人（－30） 男  29,484人（－19）  女  30,811人（－11）
■ 世帯数  20,053世帯（－２） ６月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

61
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場
小
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校

28市報とおかまち　平成22年7月10日号 28


	表紙　きれいになぁれ！
	越後妻有 大地の祭り 2010夏〜１か月の里山の祭リレー〜
	地元限定！お得な作品鑑賞パスポート
	第５回大地の芸術祭　作品制作地域・集落募集

	大地の「宵」祭り—「越後妻有 大地の祭り 2010夏」前夜祭 参加者募集！—
	第４回「新十日町病院建設場所検討委員会」開催
	つつが虫病に注意しましょう
	第16回十日町石彫シンポジウム
	十日町市を有名にし隊！「ごったく」始動！
	目指せ！30,000人　第１回市民ラジオ体操
	「プレミアム商品券」加盟店を募集！
	平成22年度の国民健康保険税率を改定しました
	ジェネリック（後発）医薬品希望カードの配布
	国民健康保険証と高齢受給者証の更新

	後期高齢者医療制度からのお知らせ
	十日町市の保育料金が統一されました
	地域子育て応援カード事業　協賛店が増えました
	７月は「愛の血液助け合い運動」月間です
	十日町雪まつり提言書がまとまる
	「森の学校」キョロロの活動を紹介します
	キョロロ 夏の企画展「虫たちのばかし術〜昆虫の驚くべき戦略 威嚇からカモフラージュまで〜」

	地域の風〜支所からのたより〜（松代・中里）
	ときめきネットワーク
	とおかまち観光ドット混む（.com）情報
	あいどるきゃっち
	元気予報
	まちの話題 タウン・トピックス
	珠算全国二大大会に出場！十日町市初の快挙
	親子でいっしょに、ロケット飛ばし
	重地大池自然公園まつり

	水道料金・下水道使用料の支払方法が変わります
	お知らせ・ガイド
	平成22年度子ども博物館Ⅰ　縄文体験「石器・勾玉づくり」
	夏休み子ども上映会
	父子家庭支援手当を支給します
	寄付ありがとう

	ジュニア芸術祭—馬場小学校—

